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科学者の「個性と運命 。生きざま」:「北里柴二郎」「高木兼寛」「福沢諭吉」

学長 和田 明彦

「科学の研究」は、論理的・客観的でなければならないが、その「研究」を追求する「科学者」の月酋裏

は、理論に束縛されず、それが 「科学者」としての個性・魅力である。

「北里 (き たさと)柴二郎」とは、世界の頂点を極めた細菌学者、第 1回 (1901年)ノ ーベル医学生

理学賞の紛れもない実質上の受賞者である。熊本医学校でマンスフェル ト先生にその非凡さを見抜かれ、

(現)東京大学医学部に進学するも、勉学に集中し得ず、何度も留年、8年間を要して卒業・医学士とな

り内務省に入省 した。33歳の時、 ドイン・ベル リン大学・コッホ先生の研究室に入る。当時、「破傷風菌

は、他の細菌と共生することによつてのみ生存できる風変わりな菌」であり、「純粋培養は不可能である」

とコッホ先生も信 じ込んでいた。北里は、「破傷風菌が、嫌気性菌」であることを世界に先駆けて証明、

さらに、菌体を少量ずつ動物に注射 し血清中に抗体を産生させる画期的な血清療法まで開発、世界を震

撼させた。北里は、血清療法をジフテ リアに応用、 ドイツ人研究者ベーリングと連名で 「動物における

ジフテ リア免疫と破傷風免疫の成立について」とい う論文を発表 した。果せるかな、第 1回ノーベル医

学生理学賞は、ベーリングのみが受賞した。

北里は、欧米各国の研究所 。大学からの招聘が絶えなかったが、40歳で帰国、一転冷遇の連続 となる。

それは、北里が、 ドイツ時代、海軍軍医総監 「高木 (た かき)兼寛」の 「脚気の栄養学説」を支持 し、

陸軍軍医総監「森鴎外」、東京大学教授連中の「脚気の伝染病説」を否定したからである。縁あり、大阪・

緒方洪庵 「適塾」の出身である「福沢諭吉」など資産家が、東京芝公園内に伝染病研究所を創立、北里

は所長に就いた。伝染病研究所は、国立となり、北里の学者 としての信条に沿い内務省所管となった。

伝染病研究所は、地域住民の激 しい反対に遭 うも、福沢は情理を尽 くして説得 した。北里 62歳の時、政

府は伝染病研究所を、突然、何の説明もなく、文部省所管とし、東京大学の傘下に入れた。北里は、即

日、辞任、呼応 して研究員全員も辞任、無人の研究所のみ移管された。世に言 う「伝研移管騒動」であ

る。

北里は、福沢の助言で貯蓄しておいた私財を投 じ、新たな研究所を興 した。今 日の「北里研究所」で

ある。福沢の没後、大正 6年、福沢の思義に報いるため、慶応義塾大学医学部を創設、初代医学部長・

附属病院長 となり、教授陣には、北里研究所から、赤痢菌を発見 した志賀潔など名立たる俊才を惜 しげ

もなく送 り込み、自身は終生無給で医学部の発展に尽 くし、日本医師会初代会長などを歴任 した。

高木兼寛は、宮崎市高岡町穆佐 (むかさ)の生まれ、東京慈恵会医科大学、日本初の看護学校、朝 日

生命保険会社の創立者、世界的には 「ビタミンの父」、南極に「高木岬」の名を冠す。福沢諭吉は、大阪

中之島の生まれではあるが、中津藩の出身である。2003年 11月 、筆者は家内 (内科医)と 熊本県阿蘇

郡小国町北里 (北里柴二郎生誕の地)の 「北里記念館」を訪ね、興味尽きず感銘 したが、愚かなことに、

九州に縁ある北里柴二郎を取 り巻 く人間模様などは視野になかった。「知るは楽しみ」人生を豊かにして

くれる。
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園芸作業活動および高気

圧環境医学条件下における
ハーブ抽出アロマのリラク

ゼーションおよび自律神経

機能に対する影響

小浦誠吾1), Steven SnyderD,右
田平人3),

ガリII敬之 1),押
川武志1)

。九′
l‖m学 保健科学部作業療法学科

2)九かH保健信仕津許埓摯訥時鍋喝赫兼刑学科
3)九

州保健福        臨床工学科

研究目的

植物を介在した園芸療法の利点の一つに,

多様な感覚刺激を通して対象者へのアプロ

ーチ方法を見いだすことができることがあ

げられ,園芸療法の多様な技法における五感
への刺激は,療法の効用を向上させる点でも

大切な要素となる.また,園芸療法は,多く

の高齢者になじみのある作業活動であり,安心

して継続的に「おだやかな生命」を感じること

ができる唯―の療法とされる。

園芸療法の技法における嗅覚への刺激は,

アロマオイルを活用するハンドアロママッ

サージだけでなく,ローズマリーなど香りが

強いハーブを活用する活動や収穫活動など

の屋外活動において刺激率が高い傾向が示

された (小浦ら.2010).ア ロマセラピーで

用いられる精油は生体内に吸収され神経系,

免疫系,情動,内分泌等に効用があるとされ ,

アロマを吸入した場合,まず嗅神経が刺激さ

れ辺縁系に伝達され好き嫌いの情動や過去

の記憶が想起され,その反応が自律神経系

(ANS I autonoェ ェェcェlelvous system)に 影

響を与えると考えられている l力日藤,2005,
2009).ANSノミランス調踏とアロマの研力九

には,疲れた体や痛みの軽減促進や認知症の

周辺症状改善等の報告もある (政岡,2010;
藤井,2011)と も報告されている。

‐股に,リ ラクゼーション効果 ANSのバラ

ンス調整および血液の末梢循環を良好にする

手法は多様であるが,単独での効用は十分とさ

れているものは少ない.ア ロマのANSに対する

影響の測定に対しても,血圧,脈拍,血管弾
Jl生特陛などの間接的な測定結果からの推測に

留まっており,効用の科学的根拠は疑問視さ

れることもある (今西,2008).
その中で,お互いの効用を相殺するリスクが

少ないと考えられた,アロマオイルの嗅覚刺激

と以下に述べる「高気圧酸素カプセル」の組み

合わせ手法を考えた.

婢

高中

安全性に西己慮したHCCl.3気圧の実験用装置

を製作し,先行試験では生体の酸素化が通常の

9倍程度の影響を受けて末梢血液還流が増加す

ることオど既に確認している。効果は,障がい組

織の修復力向上に高酸素分圧と自律神経系イ乍用

が関連し免疫力向上に関連していると予測し,

同様の作用があると考えられるアロマの芳香吸

入との相加または相乗効果の可能陛を検証した

耀 叫

対象は,健常成人 (学り 10人を対象にHCC
l.3気圧下での自律神経系計測と末梢循環血液

量の指標である還流指標(p∝色sion inder PI)

を狽J定 し,HCC群とHCCにアロマを併用した

群のHCC前後で行つた,

HCC装置は(株)サンセラミックス社と共同

研究により製作 した実験用装置 (KUHW
version)を用いて 1.3気圧まで加圧し,高浪度

酸素1940/00う 4Vminを 口元のカニューラより

吸入した.加圧時間は1テーブル60分とした.

自律神経系計測は心電図スペクトル解析法を用

いて専用の角郷Fソ フト6にmcalc/Tarawa)で 周

波数解析を行い,低洞波成分(LFO.04‐ 0.15肛う

と高周波成分 CIFЮ .15‐0.4Hう に分析 し,

W/HFを交感神経 HFを副交感神経の指標と

した.サンプル指は左手示指と左第二足指を同

時に計測し,データは前値と比較してトレンド

評価を行つた.末梢循環の選流量評価にイまノラレ

スオキシメータ6伍simO ttT Radicaつ を使用し

て動V的 度とPI値をi齢翻 1定した。

アロマオイル選抜・活用方法

学生 200人を対象としてアロマ (1000/。天
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然植物由来 ;マギーティスランド)の選抜試

験を実施した。20種類のうち「リラックスす

る香りである」の回答率が高かったグレープ

フルーツ (850/0),レモン (810/0),ロ ーズウ

ンド(780/0)を選抜した。さらに,一般的にリ

ラクゼーション効果が高いとされているラ
ベンダーとイランイランを力日え5種類とした

本研究lまヘルシンキ宣言に基づき大学内倫理

委員会の承認侵理番号:■‐0061を得て実施した

結果

3群間の数値は,ノ ンパラメトリック多重比

較検定を行い有意水準はP<0.01と した。

HCC群のPIは,開始直後からの加圧時は漸

減するがHCC十アロマ併用群はHF(高ば蕩蹄申

経)の上昇に伴って PIが増加し,末梢先端部

の足指の良好な血液循環が得られ,末梢循環不

全に対しても効果的であることが推測された。

また,HCCキアロマ併用では,HCC単独より

もアロマ併用群は副交感神経系が有意に上昇す

る傾向であった.

HF(msec2′ HZ)
HF(副交感神経系) 画

蜘

考察

HCC中でのリラックス状態が自律神経系反

射における交感神経緊張緩和と副交感神経克進

作用を連続的に計測して,副交感神准夢長が有意

に作用するとした確認が得られれば,HCC効
果がヒト免疲応答の良好な作用として働くこと

が予測される。また,自律神経系イ乍用による体

血管弛緩は,心後負荷を軽減させて末梢血液還

流を増やし,低下した脳辺縁領域の血流を改善

することによつて脳血管酌 障害イこ何らかの

効果が期待できる.さ らに,好みのアロマの成

引による整腸作用をもたらす自律神経系への作

用を力日えることで,更に増強される可能陛があ

ることが示唆された。

生活習慣病や認知症などの高齢者の疾患や老

化に伴う障がいには,将来や老いへの不安や負

の感情,時には恐怖心を与える材料となる複合

的な症状が伴う。中でも認知症は,薬物治療や

看護・介護が長期にわたることが予想されるた

め,そのリハビジテーションおよび介護には,

認知機能の維持・改善・予防など何らかの脳機

能的効果が求められ,服用薬の低減や自然治癒

力の向上も期待され,認知症者だけでなく関わ

る全ての人々に好影響を与える技法が必要であ

る.そこで,関わる全ての人々がそれぞれの感

性で癒され,その環境下にいるだけでも安らぎ

を感じることも可能なアロマテラピーも含む園

芸療法芦HCC技術を,認知症症状の維持・改善・

予防に有効活用することを提案したい。

本研究は,平成 23年度学校法刈1睡学園九州

保健福祉大学の学内共同研究費と科学研究費基

盤研究 (C)平成 21‐23年度 (研究課題番号

21500531)の助成を受け,研究を遂行した。

引用文献

1)小浦誠吾・≠コ|1武志・刈りII敬之・山岸主門.

2010.園芸療法模擬活動による五感の刺激に関

する研究.日 本園芸療法学会誌.第 2巻 .23‐ 27.

2)藤井昌彦・松田宇泰ら,2011.BPSDに対す

るアロマ 。香り療法一視覚,イ本性感覚などの感覚

刺激による療法も含めて―.老年精神医学雑誌 .

第 22巻,第 1号,27‐ 31
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介助場面における障がい者

と介助者間の権限委譲に関

する研究一介助者側のス

キルに焦点を当てて

松山 光生つ 藤田 不日弘か

九州保健福祉大学

1)保健科学部・言語聴覚療法学科

2)社会福祉学部・子ども保育福祉学科

はじめに

平成 23年 8月 30日 、障害者総合福祉法の骨

格に関する提言が発表された。そこには、パー

ソナルアシスタンス制度の創設が盛り込まれ、

利用者(障がい者)と 介助者の個別の関係Jl生を構

築するため、信任を得た特定の介助者が支援を

行うことが提言された。また、介助者の入り口

を幅広くするため、仕事をしながら教育を受け

る職場内訓練(0」T:On‐ he‐Job ttaininOを基

本とする。米国では、障がい者と介助者の関係

を構築のための研修プログラムがあるが、その

効果の評価方法が十分確立 されていない

(Schopp et.al,2007)。 この評価方法として、職

場内外の研修においても、介助者のカウンセリ

ングマインド尺度の開発が有効といえる。

筆者らは、カウンセリング・マインドを操作

的に定義し、介助者用カウンセリングマインド

尺度の開発に向け、先行研究の知見に基づき、

開発の方針と尺度を構成する下位領域について

検討した船 山ら,2011)。 その結果、「積極的傾

聴」、「共感」、「自己開示」、「アサーション」、「権

限委譲」の5領域を設定する必要があることが

指摘された。これらのうち、4領域は、既存の
コミュニケーションスキノン旺 の構成領域に網

羅されているといえる。しかし、「権限魏 だ

けは米国の研修プログラムでの重要テーマであ

るが、既存の尺度では扱われて来なかった。

本研究では、実際の介助場面において、障が

い者と介助者の間で、権限委譲がどの程度、ど

のような形で行われているか、障がい者、介助

者のそれぞれの立場から明らかにする。さらに、

障がい者と介助者の間で、権限委譲がスムーズ

かつ柔軟に行われる関係を築くには、介助者側

にどのようなスキルが必要か検討する。なお、

本研究では、権限委譲を、稲垣(2004)の研究を

踏まえ、「介助場面において、課題や状況に応じ

て陥陶芯変に介助者自らが利用者から譲り受け

て主体 l生を発揮し、重要な局面では意思決定権

を利用者に返還すること」と定義する。

研究方法

1.対 象 者

大阪府および宮崎県の自立生活センターの介

助サービスを利用している障がい者 10名 と、

その介助者 10名 である。但し́、障がい者と介

助者はペアマッチングしていない。障がい者の

障害種別イま月曽性まひ、骨形成不全、頚椎損傷、

筋ジス トロフィであった。介助者の介助経験

年数の平均は 7年 7か月であり、最長が 13

年 8か月、最短が 1年 4か月であつた。
2.調査期間及び調査方法

調査期間は平成 23年 8月 ～平成 24年 3月

で、調査方法は面接法並び留置き法であった。

3.質問項目

10項目から構成され、利用者と介助者ヌ又方

の権限委譲の実際とそのあり方に関し、認識

や経験を選択式で回答を求めた後、自由回答

形式で尋ねた。

結果

啄U用者は、介助場面において、介助者に決

定を任せてくれたり、介助者の考えを採り入れ

てくれることがあるか」という質問には、図 1

に示すように、障がい者 1名 を除き、障がい者

9名 と介助者全員が「ある」と回答した。
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さらに、これらの具体的場面について自由回

答を求めると、両者から43コ メントが収集され

た。類同したコメントを整理、分類した結果、

表 1に示す4カテゴリーにまとめられた。

表1介助者へ権限委譲された具体的場面

1介助者からの提案

①障がい者に、選択肢を提示する〈卜章〉〈J移

②より安全な手段や、効率よい方溌 提案する〈「章〉〈介〉

③調理の仕方や段取り1こついてアドバイスをもらう都多

④他の介助者のやり方を一緒に批評するく介〉

2介助者からの情報提供

①全舌上の便利な工夫(コンセントの配晰はど)〈介〉

②介助者が精通している地域の適I脈障〉〈介〉

3介助者の細部の決定

①移動の際、目的地までの行き方〈介〉

②各介助項目の順序〈介〉

③車椅子などへの移乗の方Ж 介〉

④作業の細匹い順番(調理の時など)〈介〉

⑤お金の支払い方法(札で支払うか、′卜銭で支払うか))〈介〉

4介助者への全面委任

①障がい者の体調が悪い時、全てを介助者に委任する〈「章〉

②障がい者が気が付かなかつたことを介助者が行ヌ隣

※〈〉は障がい者、介助嗜いずれの回答によるものかを示す

現在と比較して、介助サービスの開始時はど

うであったかを尋ねると、図 2の とおり、障が

い者3名 と介助者 7名 は「権限委譲が少なかつ

た」と回答し、障がい者 2名 は「権限委譲が多

かつた」と回答した。

図2介助開始時の介助者への権限委譲

介助者への権限委譲が促進される介助者の要

件について両者に尋ねると、障がい者からは 10

コメント、介助者からは18コ メント得られた。

それぞれを整理、分類した結果、表 2のような

カテゴリーが得られた。

表2障がい者と介助者各々が考える

権限委譲が促進される介助者の要件

pt婢
-2伊

¬利用者に対する傾聴

例 和〕用者が言い易い

雰囲気を作る

2利用者に関する理解

例 生活目標の共有

3利用者への忠難 対応

例 細削こ日配りする

¬利用者の意思の尊重

例 和J用者と一簡こ、不合駐

体験をあえてしてみる

2利用者に関する理解

悔」利用者の価値観や背景

を理解する

3適切な態度

例 自分の嬉滞港露わにしない

考察

調査結果より、実際の介助場面では、障がい

者から介助者への権限委譲が行われていること

が明ら力Чこなった。その具体的場面を分類する

と、体調不良などで、障がい者が意思決定権を

介助者に対して全面的に委ねるという場面もみ

られた。その一方で、障がい者の意思決定過程

において「提案」や「晴報提供Jという形で介

助者が関与したり、「細部の決定」を介助者自ら

行うことで、障がい者の決定を部分的に支援す

る場面が多くみられた。これらの支援の頻度は、

両者の回答から時系列によつて変化があること

が推察される。今後、さらに詳細な質的調査を

行い、支援の変化のプロセスを明らかにする必

要がある。

権限委譲が促進される介助者の要件をみると、

障がい者の回答と介助者の回答が類似しており、
「傾聴」や「共感」といったカウンセリングマ

インドの構成要素が挙げられていた。これらの

ことから、「権限軸 を含め、各構成要素は因

果関係や相互作用関係にあることが示唆され、

この点に留意して、介助者用カウンセリングマ

インド尺度を開発する必要があるといえる。

主要文献

松山光生・藤田和弘・倉内紀子 :自立生活センターにおける

介助者用カウンセリングマインド尺度の開発―好う研眈からの

を意詰i九′
l‖イ月艘棚D孝研新E罠 11,95‐ 101,2011

本研究成果の一部は、第 13回 日本リハビリ

テーション連携科学学会で発表された。
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腎間質線維化の進展及び

修復におけるネスチン陽性

間質細胞の関与

近藤 照義 つ,中村 桂一郎 か

九州保健福祉大学・保健科学部・臨床工学科つ
,

久留米大学 。医学部 。角特J学講座り

研究目的

腎臓の間質線維化は慢J性腎不全の共通進展機

序であり、間質線維化機構の解明は腎不全への

進展阻止を考慮する上で重要である。筋線維芽

細胞は腎間質線維化に関与する最も重要な細胞

であるが、その由来や介化調節機構には不明な

点が多い。また、正常な腎臓の間質には、神経

系などで幹細胞・詢駆細胞のマーカーとされて

いるネスチンに免疫滑 l生を示す細月包が存在する

ことが知られているが、それらの間質細胞が筋

線維芽細胞の幹細胞・詢駆細胞として機能して

いるのかは不明である。一方、肝臓では、小葉

間結合組織に存在する組織幹細胞の月稀田胞への

分化は交感神経によって調節されていることが

明らかにされているが、そのような神経による

幹細胞・詢駆細胞の分化調節機構が腎臓にも存

在するのかは不明である。そこで、本研究はネ
スチン免疫陽l生間質細胞の組織幹細胞 。前駆細

胞としての特徴、並びに腎間質線維化における

ネスチン免疫陽l生間質細胞の関与とその神経調

節機構の存否を究明することを目的とした。

研究方法

1)正常な腎臓において、ネスチン陽性間質

細胞が組織辞細胞・詢駆細胞として機能する可

台旨性を調べるために、組織幹細胞は「細胞分裂

速度が非常に遅い」という性質 (slow cyCling

ce■)を利用して、生後 3日 のラットにBrdU(50

μg′g)を 4日 間皮下注射することによって組織

幹細胞をBrdUで標識した。生後 6週 目に臣自疋】蔵

を摘出しネスチンの蛍光免疫染色を行つた。2)

腎間質線維化の進展及び修復におけるネスチン

陽性間質細胞の関与を調べるために、片側の尿

管を結繁し3日 -3週後に腎臓を摘出しネスチ

ンと筋線維芽細胞のマーカーであるαКm00th

muscle肥肱l(α―SMAlの蛍光免疫染色を行っ

た。また、片側の尿管を1週間結繁し、その後

結紫の解除を行い 1-4週後に腎臓を摘出し、ネ
スチンとα<則眈の蛍光免疫染色を行った。間

質線維化の程度はⅣ型コラーゲンを免慶染色し

て判定した。 3)正常な腎臓と片狽1尿管の 1週

間結繁を行った腎臓において、ネスチン陽l生を

示す細胞の微細形態学的特徴を電子顕微鏡的に

観察した。4)交感神経がネスチン陽l生間質細

胞による間質線維化を調節している可能l生を調
べるために、腎門で腎動脈に伴行している交感

神経の外科的及びフェノールによる交感神経除

神経を行った。その後、片側の尿管を1週間結

繁しα―SW眈 の蛍光免疫染色を行った。除神経
の成否はドーパミン水酸化酵素免疫陽性交感神

経線維の消失をもつて確認した。

結果

生後Brdu投与を行つた6週齢ラットの腎臓

において、BrdUで標識された slow cycling

ce■sの一部のものにネスチン免疫滑性が認め

られた (図 1,矢印)。

図1 正常な鵬 のsltt cycling ceH

A:Brdtl免疫染色 B:ネスチン免疫染色 C i DttI核染色
D:A,B,Cの重ね合わせた像

尿管結繁後、Ⅳ型コラーゲンは増加し、基底膜

に加えて間質に観察されるようになった (未発

表)。 ネスチン陽性問質細胞は尿管結索 3日 目で

わず力引こ増加し、その後 3週 目まで更なる増加

を示した。 (図 2)。

図2 髄買におけるネスチン円倒間賞制胞の分布
A:正常 B:尿管結紫1週目 Ci尿管結紫2週 目 赤色
はネステン陽陛細胞を首 こ

午

午

D

午

午

C

十

午

B

午

午
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α―Sム江▲陽性間質細胞もネスチン陽l生問質細月包

と同様な増加を示し、ネスチンとα―SM▲ の二

重染色を行うとネスチン陽性間質細胞に頻繁に

α―SMAの共存が認められた (図 4C)。 電子顕

微鏡を用いてネスチン陽性間質細胞の微細形態

を'観察すると、正常な腎臓の間質細胞は細胞質

や細胞小器官が乏しく未分化な特徴を有してい

た (図 3)。 尿管結紫 1月後の腎臓では、免疲活

性を示す間質細胞は豊富な細胞質や細胞小器官

を含有し、特に筋線維芽細胞の特徴とされてい

るアクチンフィラメント束の存在が確認できた

(図 3C)。

図3 ネステノ`ロ生間質細胞の電子
―A:正常 B:尿管結繁1週目 CIBの細胞の一部の拡大

矢印′落 ステン防野田胞を示す。細胞質に顆粒状の厠芯産物

が見られる。Cの矢頭はアクチンフィラメント束を示す。

尿管結紫解除後、間質のⅣ型コラーゲンは減少

し間質の修復が観察され、それに伴いネスチン

陽跛 びαttW欧 陽性間質細胞も減少した (図

4,5)。

図4.片側尿管閉墓・閉盟解除後のネスチン及びαttMの免

疲活性の変化
A― Ci尿管結紫1週目では、皮質から髄質F力 すヽて全体にネ
スチン 仏 赤)及びα―削臥 lB,翻 の免疫活性の増加が観

察され危 CはAと Bを重ね合わせた像で、ネスチンとα―SWh
共存が認められる 償 )。

D― F:結索解除後2週目では、ネスチン (D)と α―帥ひk(E)

Q期叫甜生は正常胃臓と同様なレ〃ウレまで減少した。Fは Dと

Eを重ね合わせた像を示す。

A

謡二l上 上
び ずが ず ず

図5 尿
-3-  

『宗後の髄買外層におけるネスチン

とα-9贔蛤減

ネスチン lAlと αヽ 血 lB)は、尿管閉塞 1週後に顕者な増加

を示し、納 軒舒変2週及び4週で脳域少する傾向を示しナ_
αmage」 を用いて免慶活性部位の面積を測定l

除神経後に尿管結繁を行つた場合、除神経を施

さずに尿管結繁のみアど行った腎臓と比べてネス

チン陽性間質細胞の出現の減少が観察された

(図 5)。

国6.尿笞結繁後1週目のネステ朝陽悔細胞及びドーパミン

水醐 四路 期 田 他晒 鵜 圏 離
A:除神経を施していない胃職肥質のネステン免疫染色 B:
除神経を施した腎臓髄質のネステン免疫染色 C,Di除神経

を施していなし罰鼓 (C)に比べて、除神経を施した腎臓 (D)

では交感神経は顕君に減少し危

考察

ネスチン陽陛間質細胞にslow cychg ce■ sの

マーカーであるBrdUの標識が認められたこと

から、ネスチン陽l生間質細胞は組織幹細胞・前

馬聯田胞に属することが明らかとなつた。腎間質

線維化の進展及び修復過程において、間質線維

化の程度とネスチン陽l生間質細胞の増減には相

関関係が認められたことから、ネスチン陽性問

質細胞の間質線維化の関与が示唆された。除神

経によつてネスチン陽性間質細胞の増加が抑制

されたが、今後、交感神経が慢性腎不全の発症

に関与するメカニズムを明らかにする必要があ

る。

文献

1.Sak苅Ё呪 H予Omlぇra K,Yamashita S,θι江

Nestt expressおn h heki血eぅ/wih all

obstructed lぇ rete4 Kidney lnt 7雰 307‐ 318,

2007
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「糖尿病患者のバイパス血

管におけるセロトニン反応

性増大メカニズム」

松尾 徳子
p、

金井 祐
p、

岡野 真弓の、

山本 隆一 p

p九
州保健福祉大学薬学部薬学科

♪九州保健福祉大学保健科学部視機能療法学科

研究目的

芹而性心疾患は心筋虚血により発症する心筋

障害であり、狭心症と心筋梗塞に代表される。

これら冠勘脈疾息の主な外科的手術として冠動

脈バイパス手術が行われる。この手術で使用す

る血管グラフトは、内胸動脈が第一選択とされ

ているが、採取しやすいことなどから伏在静脈

(SVlも頻繁に使用される。糖尿病忠者の血管

グラフトは、非糖尿病忠者と比べて術中・術後

にれん縮 (収縮)を引き起こしやすく開存率が

低いことが問題となつているづ。しかし、なぜ

糖尿病患者の血管グラフトが閉塞しやすいのか

明ら力ヽ こされていない。血管グラフトの閉塞に

は、出血時の止血メカニズム作動に重要な役割

を果たす饂ゝヽ板からのセロトニン (5‐HT)放出

が原因の一つと考えられている の。5‐HTが、

血管平滑筋 5-HT2A受容体を刺激すると血管は

収縮する。これは 5‐HTが受容体を刺激、 ミオ

シン軽鎖リン酸化酵素 lMLCKlを滑l生化する

ことによる血管収縮成分と、さらに細胞内シグ

ナル分子であるRlloA/Rll詞 趾困e lROCOを活

性化、次いでミオシン軽鎖脱 リン酸化酵素

lMLCP)自 体のリン酸化を促進することによ

つて 生ヽLCPの血管弛緩作用を減弱させる成分
のためである。 (図 1)。

本研究では、糖尿病患者と非糖尿病患者にお

けるSVの 5‐HT誘発血管収縮反応陛の相違に

ついて薬理学的 。分子生物学的に検討した。

研究方法

SVは、宮崎県内の市中病院から、息者の同

意が書面により得られた場合にのみ、′醐脱′ヾイ
パス手術後で使用しなかった部位の提供を受け、

平滑筋細胞収縮メカニズム

hebs‐Hensel乱 栄養液中に保存して氷冷下に

本研究室に移送、直ちに実験に供した。糖尿病

または非糖尿病患者から得られたSVの内皮除

去標本を作製し、5‐HT刺激時の張力変化をマ

グヌス法で等尺l性に記録した。また、糖尿病群

と非糖尿病群におけるSVの 5‐HT誘発血管収

縮反応の相違について分子生物学的手法を用い

て解析するために、ウェスタンブロント法によ

り、静止張力状態のSVの 5‐HT然および 5‐HTlB

受容体タンパク質の定量と細胞内シグナル分子

であるRhoA、 ROCK IROCKl,ROCK2)の
タンパク質、出艶CPのサブユニットの一つであ

るMYPTlの総タンパク質およびリン酸化

ⅣMTlタ ンパク質の定量を行った。

上記の契瞼は、すべて糖尿病息者 lDム /1)

群と非糖尿病患者 (NDM)群で比較検討した。

研究結果

SVにおいて、5‐HTは濃度依存的に収縮反応

をBIき起こし、その収縮反応はNDM群 と比較

してDM群で有意に増大した (図 2)。
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図2 DMと NDMの SVにおける

5‐HT誘発血管収縮反応の比較
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また、DM群とNDM群における 5‐HT受容

体 (5‐HT2Aおよび 5‐HTlB受容体)の発現量に

有意な差は認められなかつた (図 3)。
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区堕 5‐HttA受容体および 5‐HTlB受容体

タンパク質発現の比較

そこで、5‐HT2A受容体を介した細胞内のシグ

ナル経路に着目し、細胞内シグナル分子である

RhoA、 ROCKl、 ROCK2の発現量を測疋
~し

た

が、 DM群 とNDM群の間に有意な差は認め

られなかった (図 4)。

N〕H    DM NDM    OM
直 噂 劇 ,噂 ロ ビ Pwい

コれ 匹騒聾

“

酉日烈呵―・ い  ,山1        ~→ `L

DM

図5 -Tlタ ンパク質発現および

ム/1YPTlリ ン酸化率の比較

考察

本研究結果より、糖尿病患者のSVにおける

5-HT誘発血管収縮周志性の増大は、ⅣLCPの
障害が重要な機序のひとつであることが示唆さ

れた。それゆえに、DM患者の CABGにおけ

るSVグラフトの低い開存率の原因が、出唸CP

の障害によリー部説明できると考えられる。

DMDMNDM

Ｔ
】
り
０
臣
〓
巧

０
「
ョ
Ｌ

Ｊ
君
工
区
葛

０
一ど
匡

図 4 RhoAおよび ROCKlタ ンパク質発現

の比較 lROC]Q data notshown)

しかしながら、ⅣMTlの 発現量は DM群で

有意に低下していた。MⅥ翌1はⅣ正LCPを形成

する 3量体のサブユニットの一つであるため、

ム/1YPTlの減少は 出ヽCP自 体の減少を示し、本

研究で初めて明らかにした知見である。また、

ⅣMTlの リン酸化率が、DM群において儒

に増力日していることもヒトSVで初めて明らか

にし、ム/1LCPの滑陛が抑制されていることが示

された (図 5)。

図 6 糖尿病患者の血管平滑筋における

糸田月包内メカニズム

鮒

1)恥上恥hang,飢 工.,Al■ Co■.C2直iol.36(2000)

1166-1172.

2)K.W町 熊e,載 江。,Ca面餌 asc,Pllal■■acol.35

(2000)294301,

3)A.n So■ェyOク et al.Physiol.ぷ_83(2003)

1325‐ 1358.
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ドコサヘキサエン酸による

認知機能障害の予防効果

の検討

小山 裕也、川原 正博、蒲生 修治

九州保健福祉大学・薬学部・薬学科

研究目的

社会の高齢化に伴う認知症忠者のよ曽力日は、先

進諸国が共通して抱える問題であり、より有効

性の高い予防・治療法の確立が急がれている。

海水魚などに豊富に含まれる

「

3系多価不

飽和脂肪酸 (「3PIFA)のひとつであるドコサ
ヘキサエン酸 lDHAlイま、哺乳動物の噌に高度に

局在していることから、かねてより中枢機能発

現に関与する可含旨l生が推察されていた。研究代

表者の蒲生は、DHAの経口投与が、ラットの空

間認知学習能を有意に向上させることを見出し、

DHAの 中枢機能への関与を証明した 。。また近

年では、闘ヽによる認知症の予防、あるいは症

状の改善効果が報告され始め め、世界中から注

目が集まってきているが、その詳細は未だ不明

な点が多い。

共同研究者の川原は、脳血管性認知症 (Ⅵl)

の発症に亜鉛が重要であることを見出し、その

メカニズムの解明を行つている (科研費採択研

究)。 そして、GTl-7糸四月包 (不死化視床下吉防申経

細胞)を用いて、脳虚血後に生じる神経障害を

予防する物質を簡便にスクリーニングできるア

ッセイ法を開発した 9。

そこで本研究では、川原らの持つスクリーニ

ング技術を駆使して 開生による神経細胞保護

効果の有無を明ら力ヽ こするとともに、AD患者の

脳で顕著な減少が見られるドレブジン (シナプ

ス特異的アクチン結合タンパク)の発現を観察

することにより、シナプス形成に対するDHAの

影響を検討することを目的とする。

研究方法

DHAに よる

GTl-7細胞は、血清を添カロした培地中で増殖さ

せ、目的の細胞数を得た。細胞を 96穴培養用

プレー トにまき、D「Aまたはオレイン酸 (OLA)

を培地に添カロした。その後、細胞を過酸化水素

または塩化亜鉛で処理し、生存している細胞数

を略T-1法 0により測定した。培地に添加 した

DHAまたは OLAの濃度は以下の通 りである。10

μ M DFn、 30μ MD}lA、 50 μ M DHA、 10 μ M OLA、

30 μ M OLA、 50μ M Ob叱

結果

過酸化水素処理により、CrTl-7准野田胞は 85%

程度死滅したが、その細胞死は培地に添加した

DHAの濃度依存的に抑制された lFig.1)。 また、

OLAに も同様の神経細胞死抑制効果が認められ

たが、その効果はDHAよ り小さく、濃度依存l生

も認められなかつた。

細
胞
生
存
事

（
鍋
）

contro1 10μ M  38′ノH  50vU  19/U  30μ H  50′ ,M

DHA  DM  DHA  OLA  OLA  OB

Fl日・ 1 過酸化水索滞如後のGT1 7細障也生存革に及ぼす陶
防酸の彰吾

塩化亜鉛処理により、研1-7糸田胞は 60%以上

死滅したが、その細胞死は低濃度の DIイA添加に

よって有意に抑制された。ところが、高濃度の

DHA添加では、DHAそのものによる細胞毒性が

現れた (Fig。 2)。 一方、OLAは細胞の生存率に

影響を及ぼさなかつた。

細
胞
生
存
卒

〈
弱
）

ni3

control 10″ ‖  30μ H  50μ M  101^M  30′ rm  50々 X

DHA  DHA  DHA  OLA  OL生   OLA

Fig,2塩化亜an添加後のGIT卜 7細監生存率に及ばす階防
酸の影響
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攀

DHAは、過酸イ閉く素による刺激に対して神経

細胞保護作用を示した (Fig。 1)。 共同研究者の

蒲生らは以前、D「Aを経口投与したラットでは、

空間認知学習能の向上に伴って脳内の過酸化打旨

質量が低下することを見出したつ。この結果か

ら、DHAは脳内での酸化ストレスから神経細胞

を保護することで中枢機能改善効果を発揮する

可能性を推察したが、今回の結果は、その仮説

を支持するものである。

DHAをはじめとする

「

8 PUFAの摂取は、か

ねてよりVDを予防する効果が期待されていた

が、それは血清脂質値の改善や血圧の正常化作

用によつて、血管の状態が正常に保たれること

でもたらされると考えられてきた。ところが今

回は、需巾によつて引き起こされる神経障害そ

のものに対して DFAが保護作用を示した (Fig.

2)。 この結果は、D「A力胡腿 の発症リスクを

低下させるだけでなく、梗塞巣における神経細

胞死を抑制する可能性を示唆するものであり、

新しい知見である。

本研究により、DHAによる神経細胞保護効果

がin撹trOでも証明された。この研究結果は、

国民に健康で豊かな老後生活を提供する点で社

会貢献性の高いものであり、今後も継続してい

く意義が極めて大きいと考える。

爺

つ GЯmOh s,Hashimoto]Ⅵ Yanattoto吼
Ktttakura 凸[, Haque A and S曲  0,

盈世 de五聰中hSphottids tth h n‐ 3 fa的

acid impЮtt spa能山隠mott m adult rats.ノ

如 Jσ」i(201l17:386‐ 394

21 HashimOtO WL Ta五 beЧ F可五Ч Kikuta q

SIbatt H,Shido O,ノ 加 ″ (2005)135:

549‐ 555

3)Sadakane Ч Konoha tt Nagata q
Kawahara M,ImproveⅡ lent of screening for

p■・otechlZesubstances agttst zinc‐ induced

nellronal ce■ deah.Z拷
“
θハ比κ巧と盟サイθ∂25:

59‐63(20081 ttace Nu悦 艶ntRes(2008)25:

59‐63

4)GamOh s,Hashinoto M,Hossan S,
山陛LSlえmllra S,Chrolllc administration of

docosahexaenott  acid  ね叩roveS  the

perfor【ュ:lance ofrtt ar::n maze task ttaaged

rats.9助 駒 乃 翔 況てアο′ メコ生距働たガ (2001)

28:266‐270
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腎虚血再灌流障害の発症メ

カニズムの検討 :活性酸素、

ミトコンドリア障害、ATP産

生低下の総合的評価

武藤 純平、佐藤 圭創、新屋 智寛、

比佐 博彰

九州保健福祉大学・薬学部・薬学科

【研究目的】

番虚而再灌流障害は、出血、体液の喪失、循

環不全、ショック及び移植手術等で認められ、

糸球体濾過機序の急激な変化により生じた腎臓

の排泄障害である。また、この腎虚血再灌流障

害は、しばしば腎不全の原因となることから、

臨床上の大きな問題となつている。現在まで、

発症メカニズムについては様々な検詞がなされ

ており、血管収縮物質など多くの因子が関与す

ることが報告されている。

02・
~(ス

ーパーオキシドアニオンラジカルl

を代表とする活性酸素は園はl生に富み、その強

く鵜 l生により細胞膜などの脂質、タンパク質と

作用することで糸田月包毒性を発現する。腎虚血再

灌流障害における活隣 関与の報告はあるも

のの、その詳細は未だ不明である。

我々は、腎貯血再灌流 24時間後のマウス臣自又l歳

では、指隣 の生成量が増加することを新し

い酸化ストレス測定法により世界で初めて見出

している。そのメカニズムについては、細胞質

でのキサンチンーキサンチンオキシダーゼ系と、

ミトコンドリア障害によるものが考えられるが、

活性酸素がどのような時期に産生され、どのよ

うに細胞障害に関与しているかは不明である。

そこで本研究では、この腎虚血再灌流障害に

おける活陶酸素、AP生成量と腎機能評価及び、

細胞障害l生をマウスh宙Юモデル、イヌ腎臓尿

細省句支糸剛包h宙的 モデルで総合的に検討し、

諺血性腎不全の発症における活性酸索種の関わ

りと州P量の関連性について検討を行つた。

【1写ЛFttA:」テテ→治とそ】
・虚血陛腎不全モデルマウスの作製

動物実験にはICR雄性マウスlイ木重40～450
を用い、九州保健福祉大学動物実験に関する規

則に従い飼育した。実験動物は明/暗 12時間サ

イクル、食餌および摂水が自由にできる県境下

で飼育した。虚血性腎不全モデルの作製は、マ

ウスにペントノシレビタール麻酔を行つたのち、

腹側部より切開し、腎1蔵を露出させた。マイク

ロクリップにより腎動脈および腎論脈を結繁し、

30分間腎循環を停止させ、その後クリップを外

して腎循県を再開させた (腎虚血醐 。胃臓

を露出させた後、マイクロクリップによる結紫

を行わなかった個体を対照群とした。再灌流の

後、任意の時間にマウスから血液および胃臓を

摘出し、種々の測定を行つた。

・腎機能の評価

舌虚而再灌流による腎障害発症の確認には血

中尿素窒素および血清クレアチニン量を市販の

キットを用いて測定した。

・培養細月包を用いたAP産牛阻害と糸剛鋳 性の

躙

卜生DCK細胞 (イ ヌ腎臓由来細胞)を用いた。

灯P産生阻害薬 として、脱共役剤である

2,4山憶中1コ帥0と、酸化的リン酸化阻害剤である

o蛇o叫仇1を処置し、処置 48時間後のAT産
生量と 糸田胞生存数を測定した。鯉 産生量は

ADP/ATP馳的 Assay kitを 、細胞生存敷は cen

comting胤配 を用いた。

・腎組織中のESRシグナル測定

摘出 30分前にスピン トラップ剤である

α―(4‐pyndyl―卜前 de)―N―tertbLttmm弩 (PoBN1 6

-o1/kgを腹腔内投与した。10/。
ツヽペリン学

流した後、摘出臣目又】蔵をクロロホルム/メ タノール

液で抽出操作を行い ESRを淑J定 した。

【結果】

腎貯而再灌流によつて B【lNおよび血漿クレ

アチニン値ともに、再灌流6時間より有意に上

昇し、再灌流 24時間後では顕著な上昇が認め

られた (図 1)。 腎臓におけるESRシグナルは、

腎貯市再灌流6時間後より上昇傾向が認められ、

24時間後まで上昇していた (図 2)。

-11-
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図 1 腎虚血再産流による BUNお よび 血漿クレアチニン(pCr)の 変動
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図4 MDCK細 胞におけるATP量に対する 2午 DNPおよび 引ほomySnの影響

関わることが強く示唆された。BLINお よび

pCR値は、再灌流 6時間後より上昇しており、

再灌流 12時間後にはピークに達している可能

性が考えられた。滑陶酸素による ESRシグナ

ルについても、再灌流後から上昇することが認

められることから、腎虚血再灌流において、活

山酸素種の発生を抑えることが虚血l生腎不全の

治療に重要であると考えられた。また、活性酸

素種は再灌流 6日寺間後には上昇傾向にあつた。

滑山酸素は高い反応l生を示し、種々の細胞内情

報伝達系の滑性化を通じて組織障害を引き起こ

すことが知られている。そのため、再灌流後の

比較的早い時期に発生した滑陛 素種が臓器障

害の引き金になっている可能性を考えると、活

性酸素種に着目した虚血l性腎障害の改善には腎

虚血後できるだけ早く為応することが重要であ

ると考えられる。

一方で、イヌ腎臓由来細胞を用いた系におい

ては、州Fレベルと細胞生存数には相関性が見

られなかつた。腎虚血再灌流では、腎循環の一

時的な途絶による低酸素状態が引き起こされる

ため、ATP量の低下が考えられる。しかし、本

研究の成果からは、州F量の低下が細胞毒性に

直結するとは言い難いものであった。

以上の結果から、腎虚血再濯流による腎1章害

には、細胞内 ATP変動の影響は低いものの、

再灌流後の滑性酸素の発生が大きく関わってい

ることが明らかとなった。滑性酸素と組織障害

については、滑陛酸素によつてアポトーシスや

線維化シグナルが引き起こされることが知られ

ているため、今後は ATP量以外の要因につい

ても引き続き検討を進めていく。
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図2腎 虚血再産流による腎組織 中のESRシ グナルの変動

培養細胞による AP産生阻害と細胞毒l生に

関する検討の結果、2,4-DNP処置によつて細胞

生存率は減少したが ン皿P量は変動させなかつ

た。一方で、o蛇餌yれ 処置では、則P濃度を

低下させたが、細胞生存数には影響を与えなか

(図 3&4)。

‐２。

‐０。

８。

６。

４０

２０

０

全
９
Ｅ８

お
じ
　
＝
鮮
判
裂
早

血

８０

６０

４。

２。

０

（輌
ｃ
８

ち
ず
）

＝
鮮
判
製
早

絶第 4゛ も

2.4-DNP(μ M)48 h             Ohgomycin(μ M)48h

図3 MDCK細 胞生存率に対する2.4-DNPお よび o"gomySnの 影響

°
絶絡得∇ も

【攀 】

本研究の結果から、腎虚血再灌流における腎

機能低下には、腎組織中の活陛酸素種の発生が
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ネフローゼ誘発ラットを用

いた腎尿細管における薬物

のタンパク結合能の評価

緒方 賢次つ、高村 徳人つ、徳永 仁つ、

瀬戸口 奈央つ、松岡 俊和つ、川井 恵―の

1)九州保健福祉大学・薬学部・薬学科

2)金沢大学 。医薬保健研究域・保健学系

目的

ネフローゼ症候群忠者は多量の血清タンパク

質 (主にヒト血清アルブミン)カミ腎尿細管中に

漏出するため、不可尿薬のような薬理作用部位が

尿細管にあリアルブミンに対する結合 l生が高い

薬物は、尿細管中でアルブミンと結合するため、

薬効を発揮するタンパク非結合形 (遊離形)濃
度が著しく低下し、効果が減弱する 。。したが

つて、ネフローゼ患者の薬物治療においては、

腎尿細管におけるアルブミンの薬物結合能の変

化を推察し、効果的な治療計画を企図すること

が重要である。アルブミンには2つの主要な薬

物結合部位 (サイ トIと サイ トⅡ)の存在が知

られており、我々はこれまで、疑似尿 (健常人

尿にアルブミンを添加した尿)を用いて、尿中

アルブミンの薬物結合能をサイ ト特異的蛍光プ

ローブの遊離形濃度変化を調べることによつて

評価する方法 (尿中診断法)を構築している。

今回、ネフローゼ誘発ラットから採取した尿を

用いて、フロセミド ΥU尿薬)投与後の利尿作

用に影響する腎尿細管中のアルブミンとフロセ

ミドの結合能を尿中診1新法により評価できるか

検討した。

方法

ネフローゼラットの十旬戎

SDラ ットを 2群に分け、ネフローゼ群には

pllromycm alnln()nucleosideを 1日 目および

15日 目に腹腔内投与 (100 mg/kg)し 、コント
ロール群には生理食塩液を同様に投与した。22

日目に両群の血清アルブミン量や尿中漏出アル

ブミン量を比較し、ネフローゼが誘発されたか

協 した。

フロセ ミ 与と採尿

ネフローゼラットの右頸静脈に留置したカテ

ーテルからフロセ ミドを静脈内投与 (0.5

mgrkg)し、投与から60分までの尿を採取した。

採取には代謝ケージを用いた。

尿中診断法

フロセミドはアルブミンのサイ トIに結合す

ることから、ネフローゼラットから採取した一

定量の尿にサイ トIの蛍光プローブであるワル

ファリンを添加 (最終濃度 10 μmOlノL)して試

験液オ〆調製し、限外ろ過法にて得たろ液中のワ

ルファリン遊離形濃度を HPLCにより測定し

た。フルファリン遊離形濃度が高い場合、尿管

中におけるアルブミンのサイ トIの薬物結合能

は低下状態にあり、フルファリン遊離形濃度が

低い場合、サイ トIの薬物結合能は高い状態に

あると評価した。また、アルブミンの薬物結合

能は、アルブミン量や尿中排泄された内因性物

質の影響を強く受けるため、尿中アルブミン濃

度、尿素窒素濃度、クレアチニン値を多項目生

化学自動分析装置にて測定した (図 1)。

サイトプローブ添加
(サイトI:ワ ルファリン)

脚 混 合

<結果判定>
ワルフアリン遊離形濃度 大

→ 尿管中アルブミン (サイ トI)の薬物結合能 Jヽ

ワルファリン遊離形濃度 Jヽ

→ 尿管中アルブミン (サイ トI)の薬物結合能 大

尿管中アルブミン (サ イ トI)の薬物結合能が小さい場合、
フロセミドとアルブミンの結合が阻害されやすいため、フロ
セミドの遊離形濃度が高くなり、利尿作用も増加する。

図1 尿中診断法の概要

尿中フロセミドの定量

採取した尿にリン酸二水素カリウムおよびジ

エチルエーテルを加えて振とう後、有椴層を分

取 し、減圧蒸留後、残澄を移動層に溶解 し、

HPLCを用いてフロセミドを定量した。
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結果
コントロール群およびネフローゼ群において、

血中および尿中タノ
'｀

ク量を比較したところ、

血清総タンパク濃度、血清アルブミン濃度はコ

ントロール群に比ベネフローゼ群が有意に低下

し、24時間の尿中掃出アルブミン量はネフロー

ゼ群が著しく増大していたことから、ネフロー

ゼが誘発されたことがわかつた (表 1)。

表 1 生化学検査値の比較

コントロール群   ネフローゼ群

ブミン量で除した値 (フ ロセミド」アルブミン

量)と相関性が高かった (表 2)。

表2 ワルフアリン遊離形濃度と各生化学検査値の相関

Nα 育苫鼈溌F刊言iF R綸滞尿苛歳煮量
クレ
稀

ン量滞零l

1

2

3

4

5

6

８８

０９

７４

７７

“

田

３７

２

２２

４Ｇ

３３

２６

785

815

675

923

013

010

0348

0238

0221

0261

0258

0178

0232

0448

0333

0167

0132

0311
血清総うンパク濃度 (gldL)

血清アルプミン濃度 (grdL)

血中尿素窒素濃度 (mgrdL)

24時間の尿量 (mLrday)

24時間の

尿中漏出アルブミン量 (mg/day)

51 ■ 06`

14 ■  02 4●

398 ■  88 `・

229 ■  53

6165 ■1138 ・・

61

35

182

205

48

± 06

■ 0.2

■ 22

■ 25

± 42

自由度調整済み

決定係数
0270     0044     0099     -0152     0344

含
Ｅ
）
瑚
医

n=0-7   Data are meanttS D

キiρ く0051 +■ :ρ く001 vs contrOI

ネフローゼ尿を用い、尿中診断によつて求め

たワルファリン遊離形濃度と尿量の関係につい

て調べたところ、フルファリン遊離形濃度が増

大すると尿量も多くなる傾向がみられた (図 2)。

'ン

トNoは図2に対応する

考察

尿細管中において、アルブミンのサイ トIの

結合能が河ヽさくなるとフロセミドの遊離形濃度

は増大し、尿量も多くなると考えられる。今回

は少数例より得た結果であるが、アルブミンの

サイトIの結合能には、尿中フロセミド量やア

ルブミン量がそれぞれ単独で影響するのではな

く、相互に影響をおよばしていると考えられる。

すなわち、尿細管中にフロセミド量が多く、ア

ルブミン量が低い場合に、サイ トIの結合能が

低下してフロセミドの遊離形濃度が高くなり、

尿量も増大すると考えられる。また、これらの

要因に尿毒症物質 (サイ トIに結合し、フロセ

ミドのタンパク結合を阻害する)の量を加味す

ることによつて、フルファリン遊離形濃度との

相関がさらに高くなると推測される。尿中フロ

セミド量や尿毒症物質量を調べるには抽出など

の作業を要するため煩雑であるが、尿中診断法

は抽出などの作業が必要なく、さらに、尿中フ

ロセミド量、アルブミン量、尿毒症物質量の増

減がワルファリン遊離形濃度に反映するため、

ワルファリン遊離形濃度の高低から尿量の増減

をある程度評価できることがわかつた。今後は、

尿の濃縮の影響や例数を増やすことによつて、

尿中診断の評価精度をさらに高めることが可能

になると思われる。

文献

1)Takttmtぇra N.,ct al,伽gJ%をιttι 駒 鉛 ,33,

596‐602(2005).

3.0

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0.0

0.0 0,2 0.4 0.6 0.8 1.0

ワルフアリン遊離形濃度 (μmovL)

自由度調整済み決定係数 =0390
※図中の数字は 表2のラットNoに対応する

図2 尿中診断法により求めたワルフアリン遊離形濃度

と尿量の関係

次に、フルファリン遊離形濃度に影響する要

因について、尿の生化学検査値を用いて調べた

ところ、ワルファリン醐 濃度イまフロセミド

量、アルブミン量、尿素窒素量、クレアチニン

量のそれぞれ単独よりも、フロセミド量をアル
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免疫賦活栄養剤の経口摂

取による血中フリーラジカ

ルヘの影響およびその臨

床栄養学的意義に関する

研究

鈴木 彰人 D、 坂田 晃 。、山下 ひとみ °、

白尾 一定 の、伊東 健一 の、吉田 祥子 つ、

花牟潜 富美雄。

1)九州悧 齢 識 犬 羊・薬学部・薬学科

2)社会保険宮崎江南病院・外科

3)社会保険宮崎江南病院・薬剤部

4)社会保険宮崎江南病院・庶務課

5)社会保険宮崎江南病院・検査部

研究目的

生体酸化ストレスは臓器の変性疾患と密接に

関連すると考えられており、ストレス状態の患

者では免疫能の低下が見られるとの報告がある。

一方、栄養剤の中でも免疲賦活栄養剤は術後の

感染性合併症発生率の低下や入院期間の短縮を

もたらすことが種々の臨床研究やメタ解析の結

果から明らかとなっている 1・ )。

栄養剤は取扱彰ヽ上、医薬品及び食品として分

類され、後者に関しては、前者と比較して数多

くの製品が市販され、栄養管理に広く使用され

ている。栄養剤は各製品間で栄養成分の組成や

配合比が異なり、期待される効果は―様でない。

また、医薬品外のものについては効能・効果を

表示することができない。

これらのことから、栄養剤はそれぞれに特徴

を有してヤヽるものの、完全なものがあるとはい

えず、各種病態にもつとも適した栄養剤を選択

することは容易ではない。そこで我々は、酸イヒ

ストレスの直接的マーカーである血中フリーラ

ジカル lFRlを栄養評価の指標として想定し、

栄養剤による血中FRの変動特性を明ら力斗こし、

栄養管理における血中 FRの意義を検討するこ

とを目的に本研究を行つた。

研究方法

健常者を対象に、4種の栄養剤 (イ ンン″ヾクト
°
、

メイプ、アノム・、ラコーノプ)を単回投与し、

投与前後の血中FRを測定し、比較し亀

血中FRの測定

前腕静脈よりl mLを採血後、分離 して得られ

た血漿を試料とした。挫 前 (朝lの採

血臨点において、飲食物による影響を避けるた

め、翻 降の絶食下で採血し危 血中FRの測

定は電子スピン共鳴法により行つた との。血中

FRの変化は栄養剤投与前における測定値に対

する相対値として表し、比較した。

清 議 Jによる血中FRの紳帥弦北

鞠 2001Lを単回投与し、投与前及び投

与後 15、 30、 60、 90、 120分の血中FRを測定し、

それ倉 けヒ較した。

栄養剤投与量の差異による血中FRへの影響

各栄養剤200または400 mLを単回投与し、投

与後30及び120分の血中FRを測定し、投与量

の差異による血中FRへの影響を比較した。

瞬

以下の a.選択基準及び b.除外基準の条件を

満たす健常者を対象とした。

a.選択基準 1)年齢 :20歳以上 30歳以下、

2)Jl切町:不問、3)BMI CodyMass lndex):18.5

以上 25未満、4)文書による同意が得られた乱

b.除外基準 1)疾患治療のために薬物療法

(内月R、 外用)を受けている、2)医師により経

過観察が必要と診断されている何らかの疾患が

ある、3)何らかのタト傷を負つている、4)牛乳

タンパクと大豆タンパクによるアレルギーの既

往がある、5)蝦 D

本研究は、九州保健福祉大学倫理審査委員会

による承認を得て行つ亀

結果

栄養剤による血中FRの経時的変化

各栄養剤について 10名 の健常者を対象に、栄

養剤200 mLを単回投与した。血中FRは経時的

に複雑に変動し、個体間の比較においても変動

が大きかった。メインは、他の栄養剤と比較し

て比較的短時間 (投与後 60分)で有意に血中

FRを減少させた。また、その効果は投与後 120

分においても持続して観察された (図 1)。

インパクト
°
、アノム°

は、投与後いずれも血
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中FRを徐々に減少させ、120分後において有意

に減少させた。ラコーノプは投与後の血中 FRに

有意な変化をもたらさなかつた (図 1)。

(%)

回投与し、投与後 30分及び 120分における血中

FRを測定し、比較した。図2の各栄養剤の左側

カラムAは 200 mL投与 (n=lo)、 右側カラムB

は400 mL投与 (F4)を、それぞれ示す。投与

後 30分では、各栄養剤とも400 mL投与群にお

いて血中FRの消去滑 l生が増大した。投与後 120

分では、ラコーノヅ 400 mL投与群において血中

FR消去滑 l生の増大傾向が見られた。しかしなが

ら、いずれの群においても統計学的に有意な差

は見られなかつた (図 2)。

考察

栄養剤には種々の抗酸化ビタミン、微量元素

などが配合されている。免疫賦活栄養剤にはグ

ルタミン、アルギニン、n3系脂肪酸、核酸、

抗酸化物質などの栄養素が号負化されており、こ

れらの成分が免疫系を賦活化すると考えられて

いる。各成分の含有量や配合組成は製品によつ

て異なり、各成分が生体内で代謝される際、相

互に影響を及ばして血中 FRの個体内変動や個

体間変動が生じると推察する。

単回投与試験の結果から、免疫賦活栄養剤で

あるインパクト・、メインつ
、アノムeは

、投与後

120分まで、いずれも経時白勺に血中FRを減少さ

せ、また、用量依存的に血中FRを減少させるこ

とが示唆された。したがって病態治療において、

免疫賦活来養剤の連続投与は血中 FRの産生を'

抑制的に調節し、免疫力を増強して、感染症の

発症予防や創傷治癒促進に寄与すると考えられ

る。免疲賦活栄養剤を用いた栄養管理において、

血中FRは、血液生化学校査晴報とは異なる生体

情報を反映したものであり、重要な指標となる

と考えられた。

文献

1)Bcal, R. 」., ct al. D4カ a″セ 澱ど 27:

2799-2805 (1999).

2)Heys, S. D., et al。  ッ4切η d枕晩第 229: 467-477

(1999).

3)Cerantola, Y。 , et al.″  ノ Sピ398:
37望 8(2011).

4) Miyamoto Y.,  et al.炉 近冴
『

 上θι次  584:

2816-2820 (2010)

5)Sato K., et al. 』」οノ.フ勁朋 猛 】yゴゴ4 31:

1855-1859 (2008).

投与後の時間

15 min

30 min

60 min

90 mln

F
120 min

●インパクト、▲メイン、◆アノム、■ラコール

*p〈0.05、  **p〈0.01 vs baseline data

図 1 栄養剤単回投与後の血中FRの相対変化

30分後

120分 後

(0/o)

100

インパクト メイン  アノム  ラコール

図2 血中FR消去活性に及ばす栄養剤投与量の

影響

栄養剤投与量の差異による血中FRへの影響

各栄養剤について200 mLまたは400 mLを単
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低出生体重児のリンパ球に

発現するCD93分子の動態

解析

池脇 信直つ 園田 徹D サ|1野 純―。

河野 慶一郎。

九州保健福祉大学・。薬学部・動物生命薬科学

科 D保健科学部・作業療法学科 0保健科学

吉Б。視機能療法学科 つ県立宮崎病院・未熟児・

新生児センター

【目的】

CD98分子は、主に単球・顆粒球 。血管内皮細

胞に発現し、初期の生体防御システムに重要な

役割を演じているLD。 最近、我々は自主開発

した新規⑪93モ ノクローナル抗体 lmN1 11)を

用いて脂帯血細胞中に⑪93分子を発現してい

る新しいナイーブTリ ンパ球を発見した 0。 一

方、CD93分子の発現勘態がリンパ球の分化・成

熟過程に関与することも明らかになってきた つ。

本研究は、⑪93分子の発現動態を指標にして、

リンパ球の分化・成熟過程を低出生体重児のリ

ンパ球を用いて解析することを目的とする。

【ル畔斗とブガ銭】

抗体 :自 主開発のPE標識 CD93モノクローナル

抗体 (湖I-11)Dを用いた。

詐田月包:脳畔断珠田月包、醐 人赤畔鋤齢田月包、低出

生体重児末梢血細胞を用いた。血液を用いた研

究は本学倫理委員会の承認を受けた。また、血

液提供に関しては提供者から同意を得た。

低出生体重児 :低出生体重児は在胎 33週、

1,822gで 出産した男児で、アプガー指数は、1

分後が 7点、5分後が 8点であった。

フローサイ トメトリー い電S)法 :常法に従つ

て抗体を細胞に反応させ、リンフ′ヾ球分画にゲー

トをかけた後、陽L率を解析した。

酵素抗抗体 CIA)法 :常法に従って血漿中の可

溶lttCD93(s⑪93)分子を測定した。

統計処理:Student's tttestを 用いて検定した。

【結果】

低出生体重児の末梢血リンパ球および脳帯血

のリンパ球は、自主開発した新規の市NI-11抗体

によつて認識される CD93分子を強く発現して

いた (図 1と 2)。 一方、健康成人の末梢血リン

パ球には ⑪98分子は発現していなかった (図

3)。

PE―CD93

図1.低出生体重児の末梢血リンパ球における C[193分

子の発現 (左図の矢F日はリンパ球分動

PE{D93

図2 脳帯血のり/′球 における⑪93分子の発現 (左

図の矢F日はリンパ球分耐

PEtD93

図3.健康成人の末梢血リンパ球における⑪93分子の

発チ見 (左図の矢F口 はリンパ疎分耐

次に、低出生体重児から経時的に採取した末

梢血リンパ球における CD93分子の発現動態を

FACS法で解析した。図4に示すように、児が成
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長するに従つてリンパ球に発現する CE193分子

の発現低下が認められた。

B

64.03%

PEてD93

図4.経時的に採取した低出生体重児の末梢血リンケ′`球

におけるCE193分子の発現

A:出生直後  B:出生 14日 日  C:出生 25日 目

最後に、継時的に採取した低出生体重児の血

液 オど血漿に分離 し、血漿中の可溶性 CD93

(sCD93)分子の量膿度)を EIA法で測定した。

図 5に示すように、児が成長するに従つて血漿

中の s⑪93分子の量が減少することが明らかに

なった。

)K

出生直後   出生25日 目

ー
低出生体重 j巳 血

脳幕血    健康成人血

認識される CI193分子が脳帯血のナイーブTリ

ンパ球 lCDTCD45眈
十
細胞)に発現していること

を発見した (成人末梢血リンパ球には発現して

いない)D。 この事実は CE193分子の発現勘態が

リンパ球の分化・成熟過程に重要な役割を果た

していることを示唆するものである。そこで、

本研究では、低出生体重児のリンパ球を用いて

リンパ球の分化・成熟過程における⑪93分子の

発現動態を解析してみた。その結果、脳帯血の

リンパ球と同様、低出生体重児の末梢血リンパ

球にも ⑪93分子が発現していることが明らか

になつた。

次に、低出生体重児から経時的に採取した末

梢血リンパ球における ⑪93分子の発現勘態を

解析したところ、児が成長するに従つてリンパ

球に発現する ⑪93分子の発現低下が認められ

た。さらに、血漿中の s⑪93分子の量も児が成

長するに従つて有意に減少することが明ら力ヽ こ

なった。すなわち、低出生体重児のリンパ球に

発現する CD93分子は児が成長するに従ってそ

の発現が減少し、成人のCD93分子の発F見ノ＼ター

ンにシフトしていくものと考えられた。この

CD93分子の発現低下にどのようなメカニズム

が関与しているか現時点では明らかではないが、

おそらくリンパ球のプログラム死 (アポトーシ

ス)が密接に関与しているものと推測される。。

以上、低出生体重児のリンパ球に発現する

CD93分子の動態解析は、リンパ球の分化・成熟

過程のメカニズムを解明するための有益な晴報

を提供することが明らかになつた。
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図5,低出生体重児における血漿中sC開3分子の量

*P(0.001(出 生直後 vs.出生25日 日)

【考察】

CD93分子 (分子量 100 kDa)は、主に単球・

顆粒球・血管内皮細胞に発現し、初期の生体防

御シス冴ムに重要な役割を演じている LD。 本来、

健康成人の末梢血リンパ球および隣帯血のリン

パ球は CD98分子を発現していないことが報告

されてきた D。 しかしながら、我々は自主開発

した新規⑪93モ ノクローナル抗体 lmNI-11)で
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正常ヒト気道上皮細胞にお

ける小児呼吸器ウイルスの

感染応答に対する酸化チタ

ンナノ粒子の影響の検討

渡辺 波と
、紺野 克彦 1、 広瀬 明彦 2

1九
州保健福祉大学・薬学部・動物生命薬科学科、

2国立医薬品食品衛生研究所。安全l生生物試験セ

ンター

目的

平成 22年度学内共同研究冴―マとして採択

を受けた “酸化チタンナノ粒子暴露により肺組

織で誘導される炎座 l生ケモカイン 皿剛ESの誘

導メカニズムの解 'の研究において、マウス

マクロファージではRSウイアレス感染時にのみ、

酸化チタンの存在により炎た l生サイ トカィンの

産生が有意に上昇していることを見出し、標的

細胞としてマクロファージの強い関与を明らか

とした 。。この一方で、醐 ヒチタンナノ粒子の

肺上皮組織への直接的なイ乍用も否定できない。

本研究では、既に培養方法が確立されているヒ

ト気道上皮細胞を利用して(マウスでは未確立)、

肺組織に対するウイルス感染下での酸化チタン

ナノ粒子の直接的なイ乍用を明らかとすることを

目的とした。

研究方法

酸化チタン (粒径 35 rlln)は、ルチル型 αヒ

粧品用)のサンプルRを用いた。正常ヒト気道

上皮細胞として、いlHBE糸田月包を Lonza社 (ヽ
To.

CC4520)よ り購入して用いた。この細胞は、専

用の無血清培地 lB111letKits)で 培養し、継代

時には 10,000 cells/cm2で 、プレー ト使用時は

5× 104 cellS/mLの密度で播種した。

卜HBE細胞は24wellあ るいは 12well培養プ

レー トで 3日 間培養後、超音波破砕機で分散

させたサンプルRの存在下で 1日 間培養し、そ

の後RSウイルス A2株を感染させた。ウイアレス

感染後、毎日上清を回収し、3日後に細胞から

Trizol試薬にて RNAを回収して-80℃で保存し

た。なお、そ して培養 上清 中の ヒ トI卜8および

離剛ES量 を そ れ ぞ れ 、 R8LD System社 製 の

Quantikine ELISA津 6とk〔バPeprOTech准士蘇壁human

RANTES ELISAキ ン トを用 い て添付 のプ ロ トコ

ール に準 じて測 定 した。

結果

NHBE糸田月包がRSウイルスに対して感染許容陛が

あることは知られているが、細胞のロットや培

養条件で感染効率が大きく異なる。そこで、感

度が良い I卜8を指標L感期志咎性を検討した。

郎 ウイルス尼 株 lⅢ101=3)感染後、1日 から 3

日まで培養上清中の IL-8量は顕著に上昇した

(図-1)。

図‐l RS 「ヽ感染および非感染NHBE細胞

におけるIL‐8の発現の比較

硯
詈

2000

1000

□M∝k

dayl
灘

d■y3

一方、感染 4口後以降は細胞の変陛度が高く、

測定評価ができなかった。また、M(lI=1では明確

な上昇が認められず、以降、実験は 1ヽ01=3で実

施した (結果は示さ→ 。

次に、RSウイアレス感稼摯HBE糸田月包イ鼓村
~る

酸イヒ

チタンサンプル R(30 μ g/mL)の影響を検討した。
RSウイルス非感染条件下では、酸化チタンを添

加しても卜lHBE糸田月包からは Iレ8の産生イ部 めら

れなかった (図 2)。

-19-

図
‐2

IL‐ 8の発現に及ぼすRSV感染および非

感染NHBE細胞におけるT102の影響
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これ1朝して、RSウイルス感染下の同細胞では

IL 8量カミ顕著に集初け ることが判明した (図詑)。

これらの結果を受 けて、ケモカイン鰍MES産
生への影響を検討した l表●1)。 IL 8よ り産生量

は低いが、同様に膨北チタン添加条件下では RS

ウイルス麒 由来の RANTES誘導割虫力潮認 され

た。この様に、明 ヒチタンが直接的に気道上皮

細胞に作用して、RSウイルス鵡 に移蟹す

ることが明らかとなっ危

l RANTESぢ賠現に及 ぼすTi02の影 響

最後に、酸化チタンによる炎た l生のサイ トカ

イン産生増強効果の用量依存性を検討した。RS

ウイルス感染下でイま、囲 ヒチタン3 μg/1Lか ら

IL-8の産生増強効保が確認された (結果は示さ

づ 。

攀

酸化チタンナノ粒子が感染期嘲のマクロファ

ージの機能今影響すること、並びに炎症性ケモ

カイン RANTESの誘導を促すことを報告してき

た 。。そこで酸化チタンナノ粒子による感染応

翻 が、サイ トカインカスケー ドに作用し、

間接的に下流の炎症性ケモカインの遺伝子発現

に作用しているのか、あるいは直接的に気道上

皮糸剛包などの肺 にイ乍用しているのか明らか

にする必要があつた。

今回の実験結果から、酸化チタンナノ粒子は

直接的に気道上皮珠田胞に作用して、RSウイルス

感染イ軌 搭 した IL-8や 剛阻 Sを号効 に増強す

ることが明らかとなつた。合わせて、聰 臓

がないと誘導されないことから、ウイルス感染

モデルの評価系としての優倣性が改めて示され

た。これらの結果から、酸化チタンが月市月包マク

ロファージと肺組織イこ対して二相性のイ乍用を示

す可能蜘 されたつ。通常のRSウイルス感

染モデルでは、感染後 5日 目が病態のエンドポ

イントになっており、この短期間では酸化チタ

ンの病態への影響は明確ではない。ウイルス感

染後のよ慢性期 (例えば 2ヶ月後)での評価によ

り、酸化チタンの二相性の影響が見いだされる

かも知れなヤち

今回、NHBE細胞を用いて、酸化チタンナノ粒

子を標的にして RSウイルス感染に関する実験

のみを実施した この糸田月包は、インフアレエンザ

ウイアレスの感染許容性も知られており、異なつ

たタイプの感染症への影響評価も可能である。。

今後、RSウイルス感染モデルで見出した臭素化

難燃剤の感染影響評価に応用していきたい の
'の 。

締

本研究の実施に際して、生化学第二講座・黒

川昌彦教授、吉田裕樹助教(並びに薬学科 5年
生・柴田麻美、本郷聡子さんの多大なるご協力

イ動覇
～

たヽします。
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著書 (平成 23年 4月 ～平成 24年 3月 )

○保育における相談援助・相談支援

監修 :西尾 祐吾,安田 誠人、立花 直樹、向井 通郎

晃洋書房, 209-222(20115)
O未来を拓 く大学体育一授業研究の理論 と方法―

正野 知基

福村出版, 65-70, 235-245(20123)
○看護医療技術系の小論文

前田 和彦、池脇 信直、飯千 紀代子、内川 義和、大野 政明、川崎 順子、小嶋 義尚、

木葉 敬子、佐藤 圭創、戸畑 裕志、貢優 美子、福本 安甫、本屋 敏郎、松岡 敏和、

水野 大、山口 登一郎、横山 裕

文英堂,基礎知識編 12-13,職業・資格ガイダンス編 33(2011,10)

○看護医療技術系の小論文 出題タイプごとの書き方 と具体例 (改訂版 )

池脇 信直、飯千 糸己代子、内川 義和、大野 政明、過納 美希、川崎 順子、小鴨 義尚、

木葉 敬子、佐藤 圭創、戸畑 裕志、貫優 美子、福本 安甫、本屋 敏郎、水野 大、

山口 登一郎、吉川 端、吉田 啓太郎、横山 裕

文英堂,別冊 来礎知識編,11,15-16,職業・資格ガイダンス編 44(201110)
○生きる力をつちか う言葉一言語的マイノリティが<声を持つ>ために一

上農 正岡1

大修館書店 (20123)

○新・精神保健福祉士養成講座 4 精神保健福社の理論 と相談援助の展開

編集 :石川 到覚、阪田 憲二郎、日中 英樹、中村 和彦、森日 久美子 ,

著者 :天野 宗和、荒田 寛、伊東 秀幸、井上 牧子、岩崎 香、植田 俊幸、上野 容子、

大島 巌、大谷 京子、大橋 靖史、北本 桂子、木村 真理子、黒須 依子、後藤 雅博、

栄 セツ子、坂元 明子、嶋村 美由紀、自石 弘巳、平 直子、田中 英樹、辻井 誠人、

中川 正俊、中村 和彦、贄川 信幸、野田 文隆、橋本 みきえ、半澤 節子、福島 喜代子、

藤井 達也、表 ヨ巷俊、丸山 裕子、向谷地 生良、山口 弘幸、山根 寛、横山 登志子、

吉口 みゆき、和田 央

中央法規株式会社,300-305(2012.2)
○自尊心を育てるワークブック (訳書 )

前日 直樹

金岡呼出版 (201110)

○スクールカウンセラーによる行動論的再登校支援―集中的エクスポージャーによる教室復帰―

前日 直樹、園日 順一、高山 巌

九州保健福祉大学研究紀要 (2012.3)

論文 (平成 23年 4月 ～平成 24年 3月 )

OQOL向 上を目指した地域包括クアシステムの構築に関する研究 その 2～ネットワーク形成にむけた実践的

アプローチの方法～

井上 孝徳、川崎 順子

九州保健福祉大学 QOL研究機構社会福祉学研究所 2011年度研究・活動報告書 (20123)

○「文法直接指導法」実践校の実施過程
上農 正剛

九州保健福祉大学 QOL研究機構社会福祉学研究所 2011年度研究,活動報告書 51-64(20123)
○日本版KABC― Ⅱの理論的背景と尺度の構成

藤田 和弘、石隈 利紀、青山 真二、服都 環、熊谷 恵子、小野 純平
K・ ABCアセスメント研究,vol 13,89-99(20117)

○平成 22年度諸塚村「生涯健康の地域づくり」アンケー ト調査 結果のお知らせ

山時 きよ子、原 修一、三浦 宏子

諸塚村,九州保健福祉大学,国立保健医療科学院 (20114)

○介護業務およびその実践方法とケアワーカーの腰痛の関連性について

向井 通郎
老年社会科学,第 33巻 3号,426-435(2011,10)

○他機関との連携による生活課題への対応 第 6回 ホームヘルパーとの連携

川崎 順子

社会福祉法人 全国社会福祉協議会 生活と福祉,No.668(201111)
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OQOL向 上を目指 した地域包括ケアシステムの構築に関する研究その 2-ネ ットワーク形成にむけた実践的ア

プローチの方法―

井上 孝徳、川崎 順子

九州保健福祉大学 QOL研究機構社会福祉学研究所,65-85(20123)
○心豊かに歌 う全国ふれあい短歌大会 10周年記念誌 「短歌が紡ぎ、繊 りなす心」

川崎 順子

社会福祉法人 宮崎県社会福祉協議会,78-79(20123)
○中国農村における留守児童の夢 と社会的支援に関する一考察

登坂 学

九州保健福祉大学研究紀要,第 13号,35-46(2012.3)
O定住 自立圏フィール ド調査事業 「調査報告書 3」

秋葉 敏夫、山崎 きよ子、山内 禾U秋、原 修一、加藤 謙介、稲田 弘子、森野 真理

(20123)

○古代中国の礼における福祉思想 その 2

横山 裕

九州保健福祉大学研究紀要,第 13号 (2012.3)

〇地域における要支援・要介護高齢者のペ ット飼育に関する意義 と課題 (2)「喪失の話 り」 と「支援」をめぐ

る語 り

加藤 謙介

九州保健福祉大学研究紀要,第 13号,1-8(2012.3)
○平成 22年度諸塚村 「生涯健康の地域づくり」アンケー ト調査結果のお知 らせ

山崎 きよ子、原 修一、三浦 宏子

諸塚村,九州保健福祉大学,国立保健医療科学院 (2011.4)

○高齢者の発声・発話機能の低下が健康に及ぼす影響

原 修一、山時 きよ子

平成 22年度 九州保健福祉大学,学内共同研究報告書,7-8(20115)
○精神障害者の就労を支援する援助者の視点 と役割に関する一考察

西田 美香

九州保健福祉大学研究紀要,第 13号,9-18(20123)
〇 日本版 KABC― bⅡ の理論的背景 と尺度の構成

藤田 和弘、石隈 不U紀、青山 真二、服都 環、熊谷 恵子、小野 純平

K―ABCアセスメン ト研究,Vol 13,89-99(2011,7)
○ 日本版 KABC― Ⅱの特色―理論面、尺度構成面、臨床面か ら一

藤田 和弘

LD研究, Vol.21(1), 63-66(20122)
C)Dexmedetol14dttX9 and clo述 山 ei前bi the hncion of Navl,7 hdependent of α2・ adrenoceptor in adrenal

chomaヨ in ceus

hィ[aruta T, Nemoto T, Satoh S, Kanai T, Yanagita T, Vヽada A, Tsuneyoshi A.

J Anesth 25, 549-557 (2011)

O InsiLn‐induced melぇ ri散ラ‐Lke process outgrowth: Acceleraion of tau prOte4■  Synthesね  via a
phosphohosiide 3‐ ldnase□ ma4ユmahan targtt ofrapamycェ n pathway

Nemoto T,Yanasta T, Satoh S,Mamta T,Kanai T,ヽ 41urakami M, Wada A.
Neurochem lnt 59, 880-888(2011)

学会発表 (平成 23年 4月 ～平成 24年 3月 )

○地域における要支援・要介護高齢者のペット飼育とそ

ら一

の支援に関す

加藤                   

る研究―ナラ

介                      

ユイブ・アプローチの視点か

○中山間地域に居住する高齢者の地域生活     
第 8回 )贋工学園学術研究コン

三宮 基全、左竺 望

とQ°L評価

ァレンス,岡山 (20122)

! 、川崎 順子
20■ 年度日本福祉のまちづくり学会,大阪 (20118)

〇地域における要支援・要介護高齢者のペット飼育をめ

加藤 介         
ぐる語 り

○スクールカウンセラーによる行動論的再登校支援一学

第 89回 ヒトと動物の関係学会月例会,岡 山 (2011.8)

前田

校現場におけ

樹、寺原 正士、園田 I贋―      
る集中的エクスポージャーの実施事例―

、高山 巌

日本行動療法学会第 37回大会,東京 (201111)
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○ピアサポーター養成講座が参力口者の自尊感情高揚に及ばした影響に関する考察-2010年度 A市ピアサポータ

ー養成講座参加者を対象に一

黒須 依子

第 59回 日本社会福祉学会全国大会,千葉 (201110)

○高齢者のペット飼育支援をめぐる社会問題の構築に関する予備的考察

加藤 謙介
日本グループ 。ダイナミックス学会第 58回大会,東京 (2011,8)

○スポーツのサブカルチャーに関する一考察―昭和期の大学野球に注目して一

立木 宏樹
九州体育・スポーツ学会第 60回記念大会,名桜大学 (2011.8)

○学生の生活習慣改善を意図した行動変容技法の授業への導入の試み

正野 知基

第 2回 日本健康運動看護学会学術集会,宮崎 (2011.10)

○高齢者の発話が口腔機能および健康関連 QOLに及ぼす影響―音響分析を用いた検討一

原 修一、三浦 宏子、山崎 きよ子、小坂 健

日本老年歯科医学会第 22回学術大会,東京 (20116)

○高齢者におけるオーラルディアドコキネシスと健康関連 QOLと の関連性

三浦 宏子、原 修一、角 保徳、守屋 信吾、小坂 健、山時 きよ子

日本老年歯科医学会第 22回 学術大会,東京 (2011.6)

〇中山間地に在住し専門職として働く女性の視点

山崎 きよ子、原 修一

延岡市定住自立圏推進基金事業,定住自立圏フィール ド調査事業,研究報告 3,59-97(20123)
○いつまでもおいしく食べて健康にくらそう

原 修一、山時 きよ子

延岡市定住自立圏推進基金事業,定住自立圏フィール ド調査事業,研究報告書 3,105-110(20123)

その他の刊行物 (平成 23年 4月 ～平成 24年 3月 )

○実技授業における生活習慣改善を意図した介入の効果

正野 知基

平成 21-23年度科学研究費補助金基盤研究 (B)研究成果最終報告書 70-73(20123)
○エンカレッジ教育の改善

竹内 一雅

学術交流コンファレンス (2012.2)

○安原青兄 作品展

安原 青兒

聖マリアンナ医科大学付属病院聖堂ギャラリー (20123-6)

○地域に根ざす子育て支援モデルの研究 (2)― 「のべおか子 どもセンター」10周年の展望―

加藤 由美、松原 由美、安原 青兒、浜口 多美

九州保健福祉大学 QOL研究機構,社会福祉学研究所,研究・活動報告書,1-35(2012.3)
OQOL向上を目指 した地域包括ケアシステムの構築に関する研究

井上 孝徳、川崎 順子

九州保健福祉大学 QOL研究機構社会福祉学研究所研究,活動報告書,41-55(2011)
OQOL向 上を目指 した地域包括ケアシステムに関する研究その 2ネ ットワーク形成に向けた実践的アプローチ

研究

井上 孝徳、川崎 順子

九州保健福祉大学 QOL研究機構社会福祉学研究所研究,活動報告書,65-87(2012)
○来年度に向けて会議のあり方を見直す

横山 裕

月刊 生徒指導 (2011)

O延岡市第ニセクター等経営検討報告書

高橋 直也

延岡市第ニセクター等経営検討専門者会議 (20123)

○居住地域 と自動車等の保有状況からみた中山間地域高齢者の外出行動 農村高齢者の QOL向上に向けた福祉

のまちづくり計画に関する研究その 2

三宮 基裕

日本建築学会九州支部研究報告,鹿児島 (2011.8)
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著書 (平成 23年 4月 ～平成 24年 3月 )

○改訂 言語聴覚障害総論 I

編著 :倉内 紀子,分担執筆 :飯干 糸已代子、笠井 新一郎、久保 健彦、倉内 糸己子、斉藤 吉人、

佐場 野優一、城間 将江、為数 哲司、都筑 澄夫、中村 裕子、長谷)II賢一、原 修一、

半日 理恵子、福永 真哉、山田 弘幸

建吊社,第 6章 「言語聴覚士の研究活動」150-170(20123)
OOral Health Care― PrOstlЮdonics,| enodontology,Biology,Research and Syste41iC COndhions

Mhra H,Hara S,Yamasaki K,Usui Y
In Tech, 3-14 (20123)

○(再掲)『演習で学ぶ言語聴覚療法評価入門』

山田 弘幸

○(再掲)『言語聴覚士のための心理学』                          
医歯薬出版 (20121)

編著 :山 田 弘幸

○理学療法概論第 3版                                 
医歯薬出版 (20123)

日中 睦英
神陵文庫 (20■ .4)

OContttbutions to NepLology

砂子澤 裕

Endoto適m and Bactettal Level ofDialysate Fhid Qua哨 ,Htth Performance Membrane Dial),zer,70-75(20115)

論文(平成 23年 4月 ～平成 24年 3月 )

○アルツハイマー病忠者の聴覚障害の様相 と聴覚障害が認知・言語機能に及ばす影響

大森 史隆

九州保健福祉大学大学院 (通信制)保健科学研究科,保健科学専攻 (20123)

O大学生の体カ レベルについて―文都科学省 。新体カテス トによる評価―

樋 口 博之、園田 徹

○半側空間無視の病態生理                 
九州保健福祉大学研究紀要 13号 ,77-80(20123)

後藤 純信、吉田 健、山崎 貴男、中山 広宣

認知神経科学 (2011.5)

○プリズム順応が空間知覚に与える影響‐半側空間無視 と健常者の比較‐

松藤 佳名子、吉田 健、田淵 昭雄

日本視能訓練士協会誌 vol.40,75-83(2011.12)
○ミラーセラピーにおける鏡像視覚フィー ドバ ックの運動学習効果

田中 睦英、甲斐 詩織

作業療法ひむか第 3号,42-46(201110)
○保健・福士家大学生への発達障害スクリーニング検査の信頼性 と妥当性の検討

立石 恵子、立石 修康、園田 徹

九州保健福祉大学紀要 vol 13,63-69(20123)
○新 しい不等像視検査法の研究

塚田 貴大

九州保健福祉大学大学院 (通信制)保健科学部,保健科学専攻,修士課程 (2012.3)

○言語聴覚士養成校学生の臨床実習前後における情報活用の実践力の自己評価の変化

原 修一、飯干 紀代子、山田 弘幸、天辰 雅子、中山 翼、倉内 紀子、笠井 新一郎

言語聴覚研究,第 8巻 , 第 3号,160-165(201111)
O言語聴覚療法に関する外来相談システムの運用状況の分析

戸高 翼、山田 弘幸

九州保健福祉大学紀要 第 13号 ,87-92(2012.3)
○加齢に伴 う方向感覚の変容―SDQ‐Sを用いた検討―

内藤 健一

九州保健福祉大学研究紀要,第 13号,57-61(2012.3)
○保健・福祉系大学生への発達障害スクリーニング検査の信頼性 と妥当性の検討

立石 恵子、立石 修康、園田 徹

九州保健福祉大学研究紀要 第 13号 ,63-69(2012.3)
OIden倒随athn of CD93 expression on hematopoiedc ste14 CeuS in human neonatal umb五 cal cord bloOd cens

lkewald N,SonOda T,Sa80 K,Inoko H.
」 Of]町Щshu un位 of Hcalth and Ⅵrerare 13号 , 101-110(20123)
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○半側空間無視の病態生理

後藤 純信、吉田 健、山崎 貴男、中山 広宣

認知神経科学 (2011.5)

○プリズム順応が空間知覚に与える影響‐半側空間無視と健常者の比較‐

松藤 佳名子、吉田 健、日淵 昭雄
日本視能訓練士協会誌 vo1 40,75-83(2011.12)

〇ミラーセラピーにおける鏡像視覚フィー ドバックの運動ど習効果

田中 睦英、甲斐 詩繊
作業療法ひむか第 3号,42-46(2011.10)

○作業ストレス負荷時におけるカモミールアロマ芳香浴の唾液アミラーゼ活性・脳波への影響

田中 睦英、小浦 誠吾

○産後 1カ 月の母親の育児困難刊の影響要因についての検旱 
九州保健福祉大学研究紀要 第 13号,71-76(2011.4)

内勢 美絵子、宮森 美絵∴ 皇乏堡竪望 、園田 徹、三浦 宏子

イ乍業療法 30(2), 179-189(2011.4)

○大学生の体カレベルについて一文都科学省・新体カテス トによる評価―

樋口 博之、園田 徹
九州保健福祉大学紀要 第 13号,77-80(20123)

〇異職種学生交流で育むマルチタスクコミュニケーション・スキルの評価法についての検討

内川 義和、原 修一、立石 修康、砂子澤 裕、倉内 紀子

リハビリテーション連携科学,12(1), 52-52(2011.6)
○視能訓練士養成校学生の高齢者関連施設体験型実習プログラムの検討

沼日 公子

眼臨紀 Vol`4,1068-1073(2011)

ONewA五s工b五a Testの 可視光分析試験

塚田 貴大、内田 冴子

日本視能訓練士協会誌第 40巻 ,67-73(2011,12)

○延岡市三歳児健康診査における視覚検査の 1次健診の見逃 しについて

日村 省悟、吉武 美鈴、石橋 篤、岡野 真弓、内川 義和、深井 月ヽ久子、高木 満里子、

藤山 由紀子、夏田 美由紀、林田 中

眼科臨床紀要 4巻 7号,631-634(2011,7)
○ス トレス課題負荷に対する心血管反応性 と日常的ス トレスとの関連についての研究

吉武 重徳
自己心理学研究,5(2012)

〇蛍光顕微鏡・走査電子顕微鏡ハイブ リン ド型顕微鏡 「FL― SEM」 の開発 と観察例

金丸 孝昭、平田 和穂、高洲 信一、儀部 信一郎、水城 圭司、又賀 駿太郎、近藤 照義、

久富 智朗、納富 昭司、中村 桂一郎

Medcal Photodcs2011,第 5号,45-49(20115)
OFuncdom and expresshn pattern ofTRPⅢ18 in bladder afferent neurons associated wttu bladder oudet obstrucion

in rats

Hayashi T,Kondo T,19hmatsu M,,Takeya M,Igata S,Nakam、ぇra K,ヽfatsuoka K.

Auton Nelμosci:Bastt and Chntta1 2011, 第 164号, 27-33(20115)

○ 日本の on上礎 HDFに 求め られる透析液・置換液 とは,清浄化の現状 と問題点

砂子澤 裕

日本 HDF研 究会,HDF療 法
111(20116)

○ハンセン病後遺症者の偏見に関与する要因

松山 光生、川本 さやこ

福祉心理学研究,vol.8,45-53(2011,7)

学会発表 (平成 23年 4月 ～平成 24年 3月 )

①ズレ度がおよぽす影響―活動的側面を中心に一

押川 武志、小浦 誠吾、小川 敬之

第 4回座位姿勢計測セ ミナー (20121)

○圧力負荷を考慮 した MF法使用時における生菌数への影響

前村 孝亮、高良 憲久、西日 英樹、砂子澤 裕、丹下 佳洋、右田 平人、戸畑 裕志、竹澤 真吾

第 6回九州臨床工学会,宮崎 (201110)

〇分画分子量から見た洗浄斉ilが ETRFに及ぼす影響

押方 翼、吉野 秀幸、砂子澤 裕、丹下 佳洋、右田 平ノ(、 戸畑 裕志、竹澤 真吾

第 6回九州臨床工学会,宮崎 (2011.10)

○酸素吸入が自律神経系に与える影響

井村 岳、丹下 佳洋、砂子澤 裕、右田 平人、戸畑 裕志、竹澤 真吾

第 6回九州臨床工学会,宮崎 (201110)
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○医療機器における電力の力率狽J定に関する検討

中垣内 友規、垣下 ひかる、奥 智樹、清武 辰馬、右田 平人、戸畑 裕志

第 6回九州臨床工学会,宮崎 (201110)
OSASの 自律神経作用 と末梢循環への影響

右日 平人、丹下 佳洋、砂子澤 裕

第 10回宮崎県睡眠呼吸障害研究会,宮崎 (201110)
○医療機器における電力の力率測定に関する検討

持屋 美季、甲斐 真帆、中垣内 友規、右田 平人、丹下 佳洋、砂子澤 裕、戸畑 裕志、
竹澤 真吾

第 21回 日本臨床工学会,大分 (20115)
○作業療法学生への発達障害スクリーニング検査の信頼性 と妥当性の検討

立石 恵子、立石 修康、米倉 照代、小林 真美 、園田 徹

第 45回 日本作業療法学会,4奇玉 (20116)
○虚血再灌流性腎障害におけるネスチン免疫陽性細胞の動態及び除神経の影響

竹本 詩野、赤木 恵、自地 広人、黒木 秋桜水、中村 桂一郎、近藤 照義

日本解剖学会第 67回九州支部学術集会,宮崎 (201110)
○ラット片側尿細管閉塞モデルを用いた腎間質線維化の進展・修復におけるネスチン免疫陽性細胞の動態

白地 広人、赤木 恵、竹本 詩野、黒木 秋桜水、中村 桂一郎、近藤 照義

日本解剖学会第 67回九州支部学術集会,宮崎,(201110)
OMF法 使用時における圧力負荷の影響

西田 英樹、高良 憲久、江藤 知保、渡邊 優、砂子澤 裕、丹下 佳洋、右日 平人、戸畑 裕志、
竹澤 真吾

第 21回 日本臨床工学会,大分 (20115)
○酸素吸入による生体反応について 自律神経系を中心に

井村 岳、藤野 瑛里加、丹下 佳洋、砂子澤 裕、右日 平人、戸畑 裕志、竹澤 真吾

第 21回 日本臨床工学会,大分 (2011.5)
○睡眠時無呼吸症候群 (SAS)のスクリーニング検査に併用 した自律神経系作用の測定

池田 奈津希、江藤 源起、長谷)|1志帆、右田 平人、丹下 佳洋、砂子澤 裕、戸畑 裕志、
竹澤 真吾

第 21回 日本臨床工学会,大分 (20115)
01.3ATA健康気圧装置 HCCの ECGス ペク トル解析法とVASの評価について

上間 貴志、河野 圭将、佐藤 謙太、右田 平人、丹下 佳洋、砂子澤 裕、戸畑 裕志、竹澤 真吾

第 21回 日本臨床工学会,大分 (20115)
○医療機器の力率測定によるエネルギー効率の検討

持屋 美季、甲斐 真帆、中垣内 友規、右田 平人、丹下 佳洋、砂子澤 裕、戸畑 裕志、
竹澤 真吾

第 21回 日本臨床工学会,大分 (20115)
○高校生対象の体験プログラムを通 して実施 した本学保健科学部 4学科による連携的取組

原 修一、大森 史隆、日中 睦英、吉竹 美鈴、近藤 照義、倉内 紀子

日本 リハビリテーション連携科学会第 12回大会,滋賀 (20116)
○左半側空間無視忠者一例における無視症状の特徴 と視覚情報処理機能 との関連性―視覚誘発電位および行動無視検査
を用いて一

吉田 健、中山 広宣、夜久 力日代子、後藤 純信

第 45回 日木作業療法学会,埼玉 (20116)
○左半側空間無視忠者における注意Π奥起による無視症状の変化―探索眼球運動検査を用いて一

吉田 健、中山 広宣、夜久 力日代子、後藤 純信

第 1回臨学共同研究発表会,福岡 (20117)
○左半側空間無視忠者における注意喚起の効果 と視覚情報処理機能について一探索眼球運動検査を用いて一

吉田 健、中山 広宣、夜久 力口代子、後藤 純信

第 2回保健医療学会学術集会,大阪 (201112)
○左半側空間無視忠者における注意喚起訓練の効果の検討―正円課題 と探索F,R題による探索眼球運動検査を用いて一

吉田 健、中山 広宣、後藤 純信、夜久 力口代子、重森 稔

第 3回 日本ニューロリハビリテーション学会学術集会,神奈川 (20122)
OUSN忠者の注意喚起による無視症状の変化―探索眼球運動検査を用いて一

吉田 健、中山 広宣、夜久 力日代子、後藤 純信

第 1回国際医療福祉大学学会学術大会,栃木 (20119)
O探索H昆球運動検査を用いた左半側空間無視忠者 1例における無視症状の特徴

夜久 力口代子、中山 広宣、吉田 健、後藤 純信

第 2回保健医療学会学術集会,大阪 (201112)
○通常学級に在籍する「支援を必要とする児童」の友人関係に関する問題―教師を姑象 とした調査に基づいて一

松山 光生、藤田 和弘

第 7回 日本臨床発達心理士会,全国大会,神奈)II(20119)
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○介助場面における障がい者と介助者間の権限委譲に関する質的研究一介助者側のスキルに焦点を当てて

徹也、藤日 不日弘松山 光生、大橋

第 13回 日本リハビリテーション連携科学学会,山形県 (20123)

O補聴器外来のフォローアップにおける言語聴覚士の役割と課題

合田 侑似、岡田 淳平、長鳴 比奈美、宇高 二良、笠井 新一郎

第 12回 日本言語聴覚学会,160,福島 (20116)

○ 「自分の専門領域をわかりやすく説明する」ことに対する学生の自己評価に関連する要因一本学保健科学部 4学科の

横断的合同実習における評価結果よリー

原 修一、内川 義和、立石 修康、砂子澤 裕、倉内 紀子

日本リハビリテーション連携科学学会,第 13回大会,山形,論文集,124-125(20123)
2群間の比較からみる言語発達の違い〇言語発達の促進と訓練頻度の関連性

                   、坂元 愛、中嶋 将人、山中 美智、真弓、澤 りえ、日淵 誓也、中田 智恵竹山 孝明、楢崎
笠井 新一郎

第 12回 日本言語聴覚学会,167,福島 (20■ .6)

〇特殊な家庭環境により行動や言語に遅れがみられた一例

、坂元 愛、中嶋 将人、山中 美智、孝明、楢崎 真弓、澤 りえ、日淵 誓也中田 智恵、竹山

笠井 新一郎

第 12回 日本言語聴覚学会,167,福島 (2011,6)

〇維持期感覚性失語症者に対する有意味二音節の弁別訓練の効果

美智子、猪鹿倉 忠彦紀代子、中山 翼、笠井 新一郎、黒木大森 史隆、飯千

第 12回 日本言語聴覚学会,207,福島 (20116)

○自閉症児における訓練課題の比較―やりとり課題の重要性―

美幸、青木 俊仁、笠井 新一郎細川 優子、伊藤

第 12回 日本言語聴覚学会,218,福島 (20116)

O先天性一側性難聴児の言語発達の検討
公美、宇高 二良、武田 憲照、長嶋 比奈美、森実 力日奈 十河 美鈴、三根生 茜、佐藤

笠井 新一郎

第 12回 日本言語聴覚学会,218,福島 (2011.6)

○質問一応答関係検査からみた高機能広汎性発達障害児の会話能カー

新一郎山田 由紀、笠井

第 12回 日本言語聴覚学会,218,福島 (20116)

○変化を促すための家庭との連携の重要性について-2群間の比較を通して一

、坂元 愛、中嶋 将人、山中 美智、孝明、澤 りえ、日淵 誓也、中田 智恵楢崎 真弓、竹山
笠井 新一郎

第 12回 日本言語聴覚学会,249,福島 (2011,6)

○言語聴覚障害を伴う双生児の問題点

                   侑以、石原 章子、宇高 二良、長嶋 比奈美、三根生 茜 十河 美鈴、森実 力日奈、合日

笠井 新一郎

第 56回 日本音声言語医学会,67,東京 (2011.10)
レ6歳の定型発達児を姑象にした調査よリーO定型発達児の最長発声持続時間-2へ
                  、笠井 新一郎孝明、楢崎 真弓、宮原 純平、原 修一中嶋 将人、竹山

第 56回 日本音声言語医学会,84,東京都 (2011.10)

○訓練頻度と子どもの変化の関連性について
一郎楢崎 真弓、4な山 剃 、跡 純平、朝 将人、

爵璧ぴ乗音声言語隣 名 箭,東京 伽 ID第 56回 日本

〇術後 4年以上経過した口蓋裂児の言語能カーWISC― Ⅲ知能検査を用いて一

山本 唯、笠井 新一郎

第 56回 日本音声言語医学会,89,東京 (201112)

○シンポジウム「つなぎ～子どもを軸にした縦と横をつなぐ支援のあり方」
笠井 新一郎、矢崎 真一、仲原 美奈子、高野 由紀子

第 25回言語発達障害研究会座長,12-17,沖縄 (201112)
‐卜調査よリー○小児集団訓練の現状と課題―アンケー

公美、十河 美鈴、岡田 淳平、森実 力日奈、伊藤 美幸、合日 侑以、河村 知里、根生 茜、佐藤

長嶋 比奈美、宇高 二良、笠井 新一郎

第 25回言語発達障害研究会,20,沖縄 (201112)

〇右唇顎口蓋裂を伴つた超低出生体重児の一例

光司唯、笠井 新一郎、帖佐 悦男、鳥取都木本 七絵、山本

第 25回言語発達障害研究会,20,沖縄 (201112)

○言語訓練の必要性が考えられた軽度感音性難聴児 1例

前日 秀作、宮田 和典、宍戸 優美、三浦 麻優、野口 理衣、長嶋 比奈美、笠井 新一郎、

川日 育二

第 25回言語発達障害研究会,26,沖縄 (201112)
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○高機能広汎性発達障害児の表出カテゴリー・語彙の分析―ITPA「 ことばの表現」を通 して一

山田 由紀、笠井 新一郎

第 25回言語発達障害研究会,27,沖縄 (2011.12)

○広汎性発達障害児への関わ り方の検討

池内 美早、綾田 永治、佐伯 知己、松原 祐子、柴崎 二郎、松原 玄明、松原 奎一、

笠井 新一郎、西田 智子

第 25回 言語発達障害研究会,29,沖縄 (2011.12)

○自発的な関わりが増えた知的障害の 1症例

田淵 誓也、竹山 孝明、楢崎 真弓、澤 りえ、中田 智恵、坂元 愛、中嶋 将人、山中 美智、

宮原 純平、秦 千賀子、笠井 新一郎

第 25回言語発達障害研究会,30,沖縄 (201112)

○小児における口腔随意運動 と構音の礫連について一定量的評価を通 した、下位項 目別検討から一

松本 岡1、 笠井 新一郎

第 25回 言語発達障害研究会,32,沖縄 (2011.12)

○小児単語明瞭度検査の作成の試み―第 1次報告―

宮原 純平、竹山 孝明、楢崎 真弓、澤 りえ、日淵 誓也、中田 智恵、坂元 愛、中 ll専 将人、

山中 美智、秦 千賀子、笠井 新一郎

第 25回言語発達障害研究会,33,沖縄 (201112)

○多角的アプローチによって変化 したADHDの 1例

十河 美鈴、佐藤 公美、三根生 茜、岡田 淳平、伊藤 美幸、森実 力Π奈、合田 侑似、石原 章子、

長嶋 比奈美、宇高 二良、笠井 新一郎

第 25回言語発達障害研究会,34,沖縄 (201112)

○高齢者の発話が口腔機能および健康関連 QOLに及ばす影響―音響分析を用いた検討―

原 修一、三浦 宏子、山崎 きよ子、小坂 健

日本老年歯科医学会第 22回 学術大会,東京 (20116)

○高齢者におけるオーラルディア ドコキネシスと健康関連 QOLと の関連性

三浦 宏子、原 修一、角 保徳、守屋 信吾、小坂 健、堂時 きよ子

日本老年歯科医学会第 22回学術大会,東京 (20116)

○急性期脳血管障害における味下障害の予後予測―予測式の考案―

池等 寛人、原 修一、前日 紗知、黒木 はるか、立野 伸一、中島 伸一

第 13回九州ブロック赤十宇 リハビ,テーション学会,熊本 (2011.9)

O急性期脳血管障害における疎下障害の予後予測一予測式の考案―

池寺 寛人、原 修一

第 56回 日本音声言語医学会総会,学術講演会,東京 (201110)

O高齢者におけるオーラルディア ドコキネシス評価指標に関する検討

三浦 宏子、原 修一、角 保徳、守屋 信吾、玉置 洋、小坂 健

第 60回 日本 口腔衛生学会総会,松戸 (20m10)
○定型発達児の最長発声持続時間-2～6歳の定型発達児を姑象 とした調査より

中嶋 将人、竹山 孝明、楢崎 真弓、宮原 純平、原 修一、笠井 新一郎

第 56回 日本音声言語医学会総会・学術講演会,東京 (201110)

○地域高齢者における摂食・囃下障害 リスクとQOLと の関連性

原 修一、三浦 嫁子、山陪 きよ子、小坂 健

第 70回 日本公衆衛生学会総会,秋田 (201111)

○保健・栄養指導時に活用可能な咀畷司カチェックリス トの開発 とその応用性の検討

三浦 宏子、佐藤 力口代子、原 修一、山崎 きよ子、安藤 雄一、小坂 健

第 70回 日本公衆衛生学会総会,秋田 (2011.11)

O「 自分の専門領域をわかりやすく説りする」ことに対する学生の自己評価に関連する要因一本学保健科学部 4学科の

横断的合同実習における評価結果より

原 修一、内川 義和、立石 修康、砂子澤 裕、

日本 リハビリテーション連携科学学会第 13回大会,山形 (20123)

○軽度の認知機能低下を認めた在宅高齢者に対する短期集中的な認知機能訓練の試み

福井 由香里、飯干 紀代子、大森 史隆、瀬戸口 春香、山田 弘幸、草野 由紀、西川 真梨

第 12回 日本言語聴覚学会,福島,抄録集,205(20116)
ODirectAssessment ofFuncional Statusに 関する予備的検討 2-言語機能、介護負担 との関係―

瀬戸口 春香、飯千 紀代子、大森 史隆、福井 由香里、堂田 弘幸、猪鹿倉 忠彦

第 12回 日本言語聴覚学会,福島,抄録集 ,206(20116)
OCharactensics of heattng loss in patね nts with Alzhe山 ュerる 出sease and ns erect on cog述tive ttnctbn

F Ohmo五,KIお osh, T Igakwa,M Bourgeois.
Internathnal Psychogettatic Associatお n,Final Program,The Hague,The Netherlands, 89(20119)

OStrategtts for impro宙 ng Commu五catね n with Alzheimers Disease Who Have Heattng D』 艶ulty

KIおosh, F Ohmori, T Igakura, ふ′I Bourgeois, WI Whmura

lnternahnal PsyclЮ gettattic Association,Final PTogram,The Hayle,The Nethe■ ・lands, 93(20119)
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〇聴力低下がアルツハイマー型認知症者の認知機能に及ぼす影響-1年後の追跡調査―

大森 史隆、飯干 紀代子、蔵岡 紀子、栢木 忍、吉森 美紗希、猪鹿倉

第 35回 日本高次脳機能障害学会 (旧失語症学会)学術総会,鹿児島,

O聴力低下を伴 うアルツハイマー型認知症者の聴覚的注意機能と短期記憶の検討

蔵岡 紀子、飯干 紀代子、吉森 美紗希、栢木 忍、大森 史隆、猪鹿倉

第 35回 日本高次脳機能障害学会 (旧失語症学会)学術総会,鹿児島,

○聴覚障害を併う重度アルツハイマー型認知症例への補聴器装用の試み

吉森 美紗希、飯千 紀代子、蔵岡 紀子、栢木 忍、大森 史隆、猪鹿倉

第 35回 日本高次脳機能障害学会 (旧失語症学会)学術総会,鹿児島,

忠彦

抄録集, 173 (2011.11)

忠彦

抄録集 , 173 (201111)

忠彦

抄録集, 172 (2011.11)

その他の刊行物 (平成 23年 4月 ～平成 24年 3月 )

○産後 1カ 月の母親の育児困難感の影響要因についての検討

富森 美絵子、矢花 芙美子、園田 徹、三浦 宏子

作業療法,30号,179-189(20114)
○作業療法士による大学健康管理センターでの軽度発達障害の学生支援

徹立石 恵子、園田

作業療法ジャーナル,45(8),969-973(2011.8)
ション障害への対応―聴覚障害に姑する口形提示の効果―Oアルツハイマー病忠者のコミュニケ

飯千 糸己代子、大森 史隆、東 慎也、猪鹿倉 忠彦、三村 脂

老年精神医学雑誌 10,1166-1173(2011.10)

〇平成 22年度諸塚村 「生涯健康の地域づ くり」アンケー ト調査結果のお知 らせ

修一、三浦 宏子山時 きよ子、原

諸塚村,九州保健福祉大学,国立保健医療科学院 (20114)

○高齢者の発声 。発話機能の低下が健康に及ぼす影響

原 修一、山時 きよ子

,学内共同研究報告書,7-3(2011,5)平成 22年度九州保健福祉大学

トワークの構築」○定住自立圏デザイン会議 E班 「ネ ッ

原 修一

延岡市定住 自立圏推進基金事業,定住 自立圏フィール ド調査事業,研究報告書 3,31-34(2012.3)
○中山問地に在住 し専門職 として働 く女性の視点

修一山崎 きよ子、

経遭基金事業,定住 自立圏フィール ドロ月査事業,研究報告書 3,59-95(20123)延岡市定住 自立圏推

音そ ぅ○いつまでもおいしく食べて健康にくgょ子原 修一、

縄 金事業,定住自立圏フィール ド調査事業,研究報告書 3,105-109(20123)
O(刊行物)特蒼ロマラ微厚を目慧吉≡ス トレスの正体を知ろう一

飯千 紀代子、大森 史隆
レスの正体を知ろう15-19(2011.5)ス

○人間と植物, 自然 との関係からみた高齢者福祉施設のリスクマネジメン トーNBM,主観的幸福度を念頭において一

菜美、妹尾 真奈美、竹本 萌小浦 誠吾、甲斐

人間,植物関係学会雑誌第 11巻別冊,6-7(2011,9)
○作業意志決定支援 ソフ トADOCを参考にした園芸療法技法選択マニュアルに関する一考察

小浦 誠吾

日本園芸療法学会誌,Vo1 4-Annex 18-19(201110)
○高齢者の医療・介護経費削減が可能な介護技術 としての園芸療法

千穂子、東 健太郎、稲垣 智祐、小川 敬之、押川 武志小浦 誠吾、西川

園芸学研究第 m巻,別冊 1,利 13,240(2012.3)
and Emotねn90E」ects ofAromatherapy on Horticultural Therapy for ParicttantS'M00

S Koura, S.ふ′I Snvder, M Tanaka, T Oshkawa, N Ogawa.
Intemational Socね ty of Horicultural Sciences Symposhm at Royal Flora 2011(Chang Mai,Thallandl(201112)

OEfEicacy of Double Contmuous Hemo砒 atttrathn(CHDF)with CytoHne‐ Ad9orb血g Polymeth),l Mehacrylate

inected m the Senes」 a the Treatment of Sepsis,CMMA)Membrane HemOmters c。
と,shnm監 艶sawa htaka habzawa,Hhyuki Hと asawa恥 shhideOoistteetingOfhelntemttonalSocieけ

Of B10od pw近 catおn,Be巧in5優011029thArmuall
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著書 (平成 23年 4月 ～平成 24年 3月 )

○看護師として知っておきたい !漢方薬の知識

倉田 なおみ、渥美 聡孝

メヂカルフレン ド社,看護技術 vo1 57(10)(20119)
OThe defective protein level ofmyosin hght chah phosphatase lヽ ′ILCP)h the isOlated saphenous vein,as a vascular condu比

tients wtth証 abetes menitusin coronatt arteり bypass grafthg(CABG),harvestedと om pa Naoko Tanaka, Totottbe, Tasuku Kanai,
Vasuko A′Iatsuo, WIasatomo Kuwabara,

Eねaku Nakamura,Sh前 i Gamoh,Ak五 o SuzuL,Y荀ro Asada,Hと oaH Hisa,

Rvuとh Yamamoto.
Biochem Bioph)ア9 Res Commun 412, 323-327(20117)

OK皿 1‐detted phospholipids魚 9h in n‐ 3色tty acid improve spaial memoり in adutt rats

Shuii Gamoh,MichO Hashmoto,Kem説 ばhnaュmotO,Masanott Katakura,Haque Md Abdul,
Osamu Shdo

」ournal ofA鰤五cultural Science, 3 (4), 3-3 (2011.12)

OInsuhn induces internahzatton ofthe plasma membrane 5‐ hydroxytも中tamine2A(5・ HT2A)receptor h the isolated human

endotheLu41・ denuded eaphenous vein via the phosphaddyhnosio1 3‐ kinase pathwaw
Tasuku Kanai, Masatoュ no Kuwabara, Naoko Tanaka‐ Totottbe, Eisaku Nakamwa,

Yasuko Matsuo,Shuii GamOh,Akito Suzuki,YuJiЮ  Asada,Hと oaH Hisa,Rvuich ttmamoto
J Pharmacol Sci, 118, 178-185(20121)

○薬物治療学

編者 :吉尾 隆 他 14名 ,分担執筆 :緒方 賢次 他 43名

南山堂, 2011, 710-721, 740-741(20119)
○病気と薬 パーフェク トBOOK 2012

丸山 徹、高村 徳人、伊藤 由紀編者 :山 田 勝士、小高 賢一、大井 一弥

分担執筆 :緒方 賢次、高村 徳人、他約 400名

南山堂,2012,526-527(20123)
○病気と薬 ′ヾ―フェク トBOOK 2012

瀬戸口 奈央、高村 徳人
                      _シ ョック 709-711(2012.3)南山堂,アナフィラキシ

○病気 と薬 パーフェク トBOOK 2012
、徳永 仁高村 徳メ

                       南山堂, 526-527, 709-711, 716-718(20123)
○病気 と薬 パーフェク トブック 2012

新屋 智寛、佐藤 圭創

MRSA感染症 127ユ ー1274,ニ ューモシスチス肺炎 1278-1280,手 術部位感染 1311-1312,「ノス・ 177-180,                            
南山堂,薬局増刊号 (20123)

○ (SB017)代表的な保健機能食品を列挙 し、その特徴を説明できる

松野 康

雲 化学同人,ス タンダー ド薬学シリーズ 5,健康 と環境 第 2版 83-86日 本薬学会編 (20121)東万

             even human adutt Tcen leukaemia(ATL)・ related cen hnes.OInhbition ofprottrajbn by agrと ultural plant exttacts in s〕

Y■lHzaki,YSakakibara,M Suiko,K.Mottsh五 a,H Kataoka,Akamatsu,E Tr五 ,H kodama,H Kai,E
OK Matsu

J,Nature Medicines, vo1 65, 651-655(2011)
Ixlice and their modes of anti・ inユuenza actお n.OEfllcacy ofKorean tardibnahne山 cines against inユ uenza i

,K・Ho Km,S‐Hun Lee,Y‐ Seok Lee,TGue Km,VH.Kai,TSh色aizu,R,Sawamura,K・ Hwan Kュ

K Shrakェ,M KurOkawaH Yoshd全, 耶1恥アatanabe, K ⅢIatsuno,

」 Trad h/1ed, vol. 28 (3), 115-127 (2011)

OEfCicacy of Brazihan propoLs against herpe9 911【 lplex vrus t)「 pe l hfecdon in mtte and heと modes of anti‐ herpetic

erlcacle.`〕 .

T Shi14iZu, るとTakeshta, 巧rTakam。 五, H.Kai, R,Sawamura, H Yoshda, 覇「Watanabe, A Tsutsumi,
K Shとaki, M KШ ttkawaY K Park, K Yasukawa, K Matsuno,

Evid Based Compleェ 1lent Aユternat Wfed, 976196(2011)

○マクロライ ド薬作用の新知見

新屋 智寛、佐藤 圭創

感染症①41(4), 1-9(20117)
○私の処方箋 インフルエンザ

新屋 智寛、佐藤 圭創

                        No 12,122-125(2011.9)」OHNS, 泰山堂,ヽアo1 62,

○インフルエンザに対するマクロライ ド系薬の作用メカニズム

新屋 智寛、佐藤 圭創

薬局,南山堂 27(9),1508-1510(201111)
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○看護医療技術系の小論文 (改訂版 )

前田 和彦

文英堂,京都,別冊込 167(2011.10)

○調剤と情報

徳永 仁
じほう,9月 臨時増刊号,1307-1310(20119)

○薬物治療学 (再掲)

本屋 敏郎

南山堂,東京,646-671(2011.9)
○ 「はじめて学ぶ臨床栄養管理～薬学生・薬剤師からのアプローチ」 I章 臨床栄養の基礎知識

編者 :鈴木 彰人,分担執筆 :鈴木 彰人、自尾 一定へ吉田 祥子

株式会社南江堂,分担,1-26(2011.10)
○「はじめて学ぶ臨床栄養管理～薬学生・薬剤師からのアプローチ」Ⅱ章 栄養と生理機能

編者 :鈴木 彰人,分担執筆 :鈴木 彰人、自尾 一定、吉田 祥子

株式会社南江堂,分担,27-32(201110)
〇 「はじめて学ぶ臨床栄養管理～薬学生・薬剤師からのアプローチ」Ⅲ章 栄養管理の実際―A栄養評価

編者 :鈴木 彰人,分担執筆 :鈴木 彰人、自尾 一定、吉田 祥子

株式会社南江堂,共著,33-49(2011.10)
○「はじめて学ぶ臨床栄養管理～薬学生・薬剤師からのアプローチ」Ⅲ章 栄養管理の実際一B.栄養療法のうち 1栄養療法の選択

基準、2.経 口摂取、3.経腸栄養法の項―

編者 :鈴木 彰人,分担執筆 :鈴木 彰人、白尾 一定、吉田 祥子

株式会社南江堂,分担,50-59(201110)
○「はじめて学ぶ臨床栄養管理～薬学生・薬剤師からのアプローチ」Ⅲ章 栄養管理の実際―B栄養療法のうち 6静脈栄養法、7.

在宅栄養療法の項―

編者 :鈴木 彰人,分担執筆 :鈴木 彰人、自尾 一定、吉田 祥子

株式会社南江堂,分担,68-89(201110)
○ 「臨床製剤学」

編者 :三嶋 基弘、内日 享弘、平井 正巳、川寄 博文

分担執筆 :大塚 誠、石坂 隆史、内日 享弘、吉口 都、鈴木 彰人、村山 恵子、後藤 了、
大内 かおり、芝田 信人、三嶋 基弘、平井 正巳、川寄 博文、日高 宗明、江嶋 章子

株式会社南江堂,改訂第 3版 第Ⅱ章 医薬品の開発,分担,33-107
改訂第 3版 第Ⅲ章 各種医薬品製剤のうち 15,日本薬局方一般試験法の項,分担,212-238(2012.3)

O薬剤師がはじめるフィジカルアセスメント

高村 徳人

南江堂,153-157(2011,7)
○薬物治療学

編者,分担 :高村 徳人

南山堂,722-739(20119)
O臨床調剤学

高村 徳人

南山堂,362-375(2011.11)
OPharxxlacotherapy改訂第 2版

高村 徳人

ネオメディカル,893-900,910-918(2012.3)
〇製剤への物理化学 第 2版

高村 徳人

廣川書店,95-112(20123)

論文 (平成 23年 4月 ～平成 24年 3月 )

〇昆虫細胞内に発現 した狂犬病ウイルス Gタ ンパクは代替 ELISA抗原 となりうる

万年 和明、日中 聖一、荒川 満枝、加藤 雅彦

九州実験動物雑誌 No.27,11-15(201111)
OE■■acy oforal adm五五stration of heat・ ldコed probioticsと oコ■出Iongohan daw prOducts against inauenza L」 賂ctbn inュnice:

Alle拉 ation of近muenza infecion by its hmunomodulatory actⅢ iけ though血testhalimmu五 ,
Takeda S, Takeshita ⅢI, 胤 uchi Y, DashnyaHI B, Kawahara S, Yoshda H, Watanabeヽ V,

Muguruma M,KurOkawa M.
Int.IInmunopharmacology, 11, 1976-1983(2011.6)

OCannel Formaion and Dismption of Calchm Homoeosta9is by Alzheimeゴ so‐Amyloid Protein and other AmyloidO瞬 五c

PrOte14S,

Kawahara,Ⅲ IasahねЮ, Ohtsuka.Isao YokOvama,Shoko, Sadakane,Wutaka.
International」olぇrnal ofAlzheimertt Disease,Artttle ID 304583, 17(2011.4)
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O Peroxidation of PhosphatidylchoLne Membrance and the Antio述 dant Effect of Apigenin 7‐ Geniobbside From
Trachebspermuコl asiaticuコ ュvar,ineコmedlum

Toizumi,Fuュme.Sakushma,A島 けo.OhtSuka,Isao Ч〕kovama,Shoko
Mater.Techiol, 30(1), 1-5(20122)

○認知症予防に向けた食生活の工夫およびサプ リメン トの活用

蒲生 修治、橋本 道男

老年医学, 49, 285-289(20116)
OPreparaSbn of Si14ulatbn Prorams Regardhg Excess‐ Dose Drug AdHlinistrattbn and Acute‐ Phase Condion Changes

and lts Evaluatお n by Students

hTOttNAGA,Notto TAKAMURA, KeおiOG∬A, Nao SETOGUCHI,
Tosttazuヽ IATSUOKA,Keizo SATO

Ж UGAKU ZASSHI, 131(4),655-659(20114)
○薬学生による聴診器 を用いた血圧測定値の分析 と今後の課題

瀬戸 口 奈央、徳永 仁、高村 徳人、緒方 賢次、吉 田 裕樹、佐藤 圭創

宮崎県病薬会誌,vol.77,25-27(2012.3)
OPreparattbn of programs of the rapid lntravenous mJectton of potassiu41 preparabons and anaphylacttt shock w比 h an

emergency‐care siュ]:lulator

」近l Tokunaga, Nottto Takamura, Kenii Ogata, Nao Setottch, Tosttkazu Matsuoka,

Keizo Sa O.

J.ofKyusyu U述v.ofHeatth and Welfare, 13, 93-99(20123)

○昆虫細胞内に発現 した狂犬病ウイルス Gタ ンパクは代替 ELISA抗原 となりうる

万年 和明、日中 聖一、荒川 満枝、加藤 雅彦

九州実験動物雑誌,No 27,11-15(201111)
OAni撹 ral act市■ね9 of血 a■yheptanoids isolated丘Ⅲom Alpi五a ottchamm agahst respと atoり syncyial vュrus,poLovrus,

measles vとus,and herpes simplex v」 us type l in vitto

Komo K, SawamШra R, Sun Y,Yasukawa K, Shmiztt T, Watanabe W, Kato M,

Vamamoto R, Kurokをlwa M.

Nat Prod Conュ 14un, VOl 6, (12), 1881--4 (2011.12)

OIn宙価 andin v"o anti‐ 五duenza血 san宙け 。f dia恥アlheptanoids isolatedとom Alpmaof`icha■mm`
Sawamura R, Shmizu T, Sun Y, Yasukawa K, WIhra M, Tottama M, ぷCotohasI五 S,

Watanabe W,Konno Kj Kurokawa Ⅲ【.

AntivI Chem Chemother アヽol.21, No、 1(201110)

OInhb比おn of tumor‐associated antigens secreted と・om cancer cen hnes by Taiュ matgu

contaixung IP6.                                                             fe■

llented rtte germ soluthn

lkewaki N
J ofkyushu U五vof Healh and Welfare,Vol.12,159-167(2011)

OIdent」■atおn of CD93 expressbn on hematopottic ste14 Ce■ S in human neonatal umb五 cal cord blood cens

lkewaki N.
」ofk),ushu U五vofHeahh and WeMare,Vol,13, 101-110(2012)

o lnnamatbm provoked by : ycOplasma pneumo述ae extract:imphcadons for combinatlon with clattthrOmycin and

dexametasone`
Hとano S, Wada H, NakagaH K, Saraya T, Kurai D, Mikwa S, Yasutate T, HigaH M,
Ъ kovama T,Ishtt H,Nakata K,Akash T,Kamサ aS,Goto H

FEMS Immunolo研 &Medical Mycrobiolo留 201l Vol.62(2)182-189(2011.7)
○医薬品需要の動向からみた被災地に必要な医薬品情報

渥美 聡孝

昭和大学薬学雑誌 vol.2(2)159-168(201112)
O Cttstal Stmcture of Seine Dehぅ アd■'ogenaseとom Escherihia coh:Important role of ttle C‐ terminal reいOn fOr

closed‐ complex formaiom.

噺 ilぬmazawa,Yoshtaka Nakttima, Karin ⅢIushake, Tadashi狂 69httnoto, 区&vosh lto.

Journal of Bお chemist呼 , bヽl 149, 701-71(2011)
OSurface states of ganghosides GDla and GTlb/saturated‐ and unsaturated‐ phosphottpidSんholesterol monOlvaers.

Ohtsuka二 , TOiZumi F, Yokoyama S
Nfater Technol, 29, 197--201 (2011) (201111)

O附子の栽培研究―アルカロイ

御影 雅ど

含量が安定した附子製造原料作出のための条件

三、松山 和寛、川崎 亮一、垣内 信子

薬用植物研究,201l June;33(1), 1-6(2011.6)

O Peroxidatおn of phsphatidylchohne membrane and he anio通 dant effect8 0f apige述 n 7‐ gentbbbside fl,om

lとachelospermu虫ユl aSiaticu41 Var intermedium

Toizumiユ ,Sakushima A,Ohtsuka I,Yokovama S
ⅢIate■Technol, 30, 1-5(20121)
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OTemporalchange h quahけ ofa Kampo decocion packed by a decocing machne(1)
Doui M,A対色dN,Ina S,Yoshmisu M, Kawahara N, Goda Y, KaLuchi N,Mttage

Shoyakugaku Zasshi 201l Aug;65 (2)103-107 (2011,6)

OMolecular Genetic Characterl、 sics of Nepalese Ephedra Plants

Hamanaka E, Ohkubo K, lvlikage ⅡvE, Kal(iuc】 五N
」Jpn Bot 2011 0ct;86:303-313(201110)

OA molecular plvlogendれ study ofthe Ephedra正 stachya/E.9idca complex h Eurasia
Kakhch N, WLkage M, Ickert‐ BOnd S, 1虹 aね r‐Stolte〕正, Freiag H,

VヽttdenoMa 201l December, 41(2)203-215(2011,12)
OEfttcacy oforal admi五 strahn of heat・ kttd probimcsIIom MongoLan datt products against d晩 nza色」賂ctbn in H4iCe:

Aue撹 atぉn ofittl■lenza infecion by its血 munomodulatory acivtty through intesthal近 4mun託}
Takeda S, Takeshta W[, Kikuch Y, DashnyaHI B, ]Kawahara S, Yoshda H, ,Vatanabe W,
Mugumma M, ]Kwokawa M.

Int lmmunopharmacO1 201l Dec,11(12)1976-83(201112)
OEgicacy of Korean tradional me己dnes agalnst hmuenza vlrus infeciOn h mice and theと modes of anttinduenza vュ ms
acion

Shimizu T,Sawamura R,血 KII,hm KH,Lee SH,Lee YS,K山 TG,Kai H,Voshda H,
Watanabe W, lvlatsuno K, Shaユ【iK, Kurokawa M.

」Tradふ江ed 2011, 2S (3)115-127 (2012.1)

ORelatitt cont江 buthn9 of 5‐ hydroxytり ptamhe(5・ HT)receptor subtypes h 5‐ Hl｀五duced vasoconsttctbn ofthe dstended

human saphenous veHl as a coronatt artett bypass graft.

Nakamura E,Tanaka N,Kuwabara M,Yamashta A,Ⅲ 【atsuo Y,Kanai T,0五 tsuka T,

Asada Y,Hisa H,監 mamoto R.
Bioloぃ cal&Pharmaceuical Bunetin, 34(2011)

ODexmedetomi証ne and clo五脱 血 bit the functiOn of Na(V)1.7五dependent of α(2)・ adrenOceptor h adrenal cLomatth
ceus

Maruta T, Nemoto T, Satoh S, Kanai T, Yanaぃ ta T, Wada A, Tsuneyoshi I.

」oumal ofAnesthesia, 25 (2011)

OInsuLn‐induced neurite‐ lke process outgrowth:AcceleraiOm of tau protx)in synthegis via a phosphohosidde 3・ ユこnase～

mammahan target ofrapamycin pathw式、

Nemoto T,Yanaglta T, Satoh S, Mamta T, Kanai T,Murakami M, Wada A
Neurochemistュ了internatね nal, 59(2011)

OGlycyHhzh renders ceh resistantto apoptosis hduced by human and fehne immunOdeacttncy Vhs,
Sato,H, Kageyama,S, Wamamoto,H, Kurokawa.Ⅲ E, AoH,E, Shirakl,K.

」 Trad Med, 28, 139--148 (2011.9)

OCorticosterOids plus lOn『 acthg beta2‐ ago五 sts prevent double‐ stranded RNA‐hduced upregulaiom Of B7‐ IIl on五即 ay
epithehum.

黒川 昌彦

nt(〕 rmat■onal ATchves OfAtterv and lmmunology,(2012.3)

OAJオi江luenza vュ rus aciity of位艶h,ど ,5,7・位的 droxy・ 3j,5'・ 血methoxynav(lne

Yazawa,K, Kwokawa.Ⅲ I, Obuc]五 ,WI, Li,Y, 丑仏madal,R, Sadana五 ,H, Matsubara,K,
羽ratanabe,K, Koketsu,M, Tuchda,Y, ⅢIurayama,T

Anti宙r Chem ChemOther, 22, 1-11,(2011.5)
O Diemptbn of caLium homeostasis h Alzhe近 ner'9 血sease: role of channel formatiOn by 8 Amyloid Proteh, In

"Neurodegenerative Disease9
M Kawahara, H Kovama, S Ohkawara, M Kato・ Neぃshi.

(2011)

OZinc neurotoxicity and the pathogenesね of vascular‐type demenia
H.Kovama, K Konoha,「I Sadakane, S.Ohkawara, M.Kawahara.

(2011)

O MaLng programs of the rapid intravenous itteciOn Of pottashm preparaions and anaphylacti shck for an
exllergency‐ care si□duユator system.

TOKUNAGA J, TAKAMURA N, OGATA K, SETOGUCHI N,ヽ 二ATSUOKA T, SATO K
」 Kyushu U述 versiけ of Health and Ⅵrerare, 13,93-99(20123)

○実務実習期間中に薬学部で実施 したバイタルサイン演習に関す る薬学生アンケー ト結果の解析

徳永 仁、中西 直美、高村 徳人、緒方 賢次、瀬戸 口 奈央、佐藤 圭創

九州薬学会会報,vol.65,47-52(201111)
O医療従事者に欠かせない生命倫理への専門的認識 ―鍼灸師教育 と生命倫理―

前 田 和彦

鍼灸 OSAKA104号,75-78(20123)
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OCannel Formaion and Disruptお n of Calchm Homoeostasis by Alzhettner'sb・ Amメoid PrOteh and other Amyloidoge五 c

Protehs
Kawahara,Masahと o, Ohtsuka・ Isao, 恥 kovama,Shko, Sadakane,Wutaka

lnternadonal」ournal ofAlzheiュneris Disease,,Article II)304583,17 pages,doi:104061/2011/304583 (20114)

OEhcidation of Carbohydrate Funcions in Ce■ Membranes― Development of Molecular Tool Contai五 ng Carboh),drate

Ligand and Eludda倣 凛 oflnterfacc Phenomena of Glyco均 工d
Ohtsuka,Isao.

YAKUGAKU ZASSHI, 131(7)1053-1060(2011,7)
OSurttce State of Gan♪ oside GDla and GTlb/Saturated― and Unsturated― phosphohェd9/Chlesterol Ⅲbnolavers.

Ohtsuka,Isao, Toizulxli、 Fu41ie, Yokovama、 Shoko.

WIater.Technol, 29 (6), 197-201 (2011.10)

OComp五 son oflysophosphohpid leve18 h rat feces with those in a standard chow

M Inoue, ⅢI Adachi, FW「 Shimizu, T,TsutsuⅨ lli, A Tokumwa
J Agri Food Chem 59,7062-7(2011,7)

O Aniけsね Of CYP3A II山bi摘り Components h the Fmits of Pomegranate,Punね a Granatum,ushg Liquid
Chromato『 aphyttL99 Specttomet呼

Hosoi,Shhzo, Shれ 直zu,E五, Hidaka,Muneaki, Okumura,Ⅲ 正anabu, どヽぬmo五,Kazumo, Yamada,
江ヽitsuko, Tanaka,Takash, Maoka,Takash, Ohtsuka,Isao, Sakushと 口αa,Aklァo, Nodeヽ [anabu

FOOD FUNCTION, 8, 2-9(201111)
OPresence ofbioact"e lysophosphatidic acid h renal elttuent of rats with u五 hteral ureteral obstniction.

Tosh置近ko Tsutsumi, MttaAdach, Ⅲ正 NttLawado五 , 」u述ch Mo五 9higc, Akとa Tokumura.

L』e Sci 89, 195-203(2011.8)

OLysopho9phoLpids and lysophosphottase D in rabbi aqueous humor fonowing COrneal近 ju呼

Akとa Tokumura, Satosh Taとa, MasaL Kttucha, Toshittko Tsutsumi,Yoshbumi Shimizua,

MitchellA Watskyc,
Prostaglandhs Other Lttid Medi武 .97, 83-9(20123)

○疾忠名に対応できる漢方の処方について

程 妬鈎

漢方の臨床 アヽol. 686, 75-84, 10(2011.10)

O『傷寒論』における手足蕨冷と四逆輩類方について

程 価鈎

漢方の臨床 アヽo1 691,31-37,10(2012.3)
ODesign and Stereoselective Synthesis ofFour Pepide Nucleic Acid ⅣIonomers with Cychc StlⅢ uctures m Backbone.

Watanabe A,Kサota N,Yamasaki T,Tanda K,Ml)アagoe T,Sakamoto M,0伯 uka M.

デエみしθク・ο●℃崩θσ′!θ塑, 1132-1139, 48(2011)

○ “児童・生徒を対象としたくす り教育教材"作成演習のくす り教育に姑する薬学生の認識に及ぼす効果

冨重 恵利紗、打内 明夫、柴田 由香里、園田 純一郎、鳴海 恵子、山田 勝士、本屋 敏郎

医療薬学 2011, vo1 37,495-502(2011.8)

学会発表 (平成 23年 4月 ～平成 24年 3月 )

○ネパール産マオウ属植物に関する新知見

御影 雅幸、三宅 克典、北岡 文美代、垣内 信子

日本値物地理,分類学会 2011年度大会 ,

Oユーラシア大陸に自生するEphedra shtta関連マオウ属植物の DNA解析と系統解析

樋 口 真理、田中 沙織、西川 佳奈美、上川 翔平、大塚 功、垣内 信子

日本生薬学会第 58回年会 ,

○光アフィニティーラベル法による新規分子ツールの開発 糖鎖結合様式が認識に及ぼす影響を検証

大塚 功、定金 豊、羽日 典康、羽田 純子、新垣 達司、樋 口 真理、垣内 信子

日本薬学会 132年会 ,

O天然由来糖脂質の合成から糖鎖機能を探る一脊索動物 リモーニ・ディ・マーレ由来糖脂質の合成―

大塚 功、樋 口 真理、吉田 裕樹、垣内 信子

日本薬学会 132年会 ,

O南北海道に自生する トリカブ ト植物に遺伝子タイピングと含有成分を指標 とした識別

垣内 信子、樋 口 真理、上川 翔平、大塚 チカ、渥美 聡孝、山岸 喬、西澤 信、林 茂樹、

菱田 敦之、川原 信之

日本薬学会 132年会 ,

Oシクロスポリン投与ラン トにおける耐糖能低下とインス リン抵抗性の増大

坂田 晃、山下 ひとみ、 日高 宗明、鈴木 彰人

京都

東京

札幌

札幌

札幌

(20116)

(20119)

(20123)

(20123)

(20123)
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○栄養管理における生体酸化ス トレスの関連性に関する探索的検討

鈴木 彰人、山下 ひとみ、坂田 晃、日高 宗明、佐藤 圭創

第 21回 日本医療薬学会年会,兵庫 (201110)
○シクロスポリンによる耐糖能障害発声正機序の検討

、日高 宗明、鈴木 彰人山下 ひとみ、坂田

第 28回 日本薬学会九州支部大会,福岡 (201112)
○ステロイ ドリバ

Iタ ンドのメカニズムの解明
上地 宏、小川 歩美佳、杉尾 悠、日高 宗明、山下 ひとみ、坂日 晃、平井 正巳、鈴木 彰人

第 28回 日本薬学会九州支部大会,福岡 (201112)
○シクロスポリンによる薬剤性溶血性貧血のメカニズムの検討

小り|1歩美佳、山下 ひとみ、杉尾 悠、上地 宏、日高 宗明、坂田 晃、平井 正巳、鈴木 彰人

第 28回 日本薬学会九州支部大会,福岡 (2011.12)

〇栄養アセスメント指標としての血中フリーラジカルの有用性に関する探索的検討

鈴木 彰人、坂日 晃、佐藤 圭創、自尾 一定

第 27回 日本静脈経腸栄養学会,兵庫 (20122)
○ブラジル産プロポリスの抗アレルギー作用に関する検討

坂日 晃、鈴木 彰人、堤 重敏、日高 宗明、上地 宏、岩崎 和広、小田 祐一郎、山下 ひとみ

黒川 昌彦

日本薬学会,第 132年会,北海道 (2012.3)

○シクロスポリン投与ラットにおける耐糖能障害の発症機序の検討

晃、日高 宗明、鈴木 彰人山下 ひとみ、坂田

日本薬学会,第 132年会,北海道 (2012.3)

○健常者における栄養剤・濃厚流動食の単回投与によるフリーラジカルの血中動態

鈴木 彰人、坂日 星、佐藤 圭創、山下 ひとみ、日高 宗明

日本薬学会,第 132年会,北海道 (2012.3)

OZinc,copper,and ca■ lo9me attenuate nelぇ roto刈city OfpttOn fragment PrP106‐ 126

Kawahara.H.Kovama, M Okahara, T Sakaguch, lI Sadakane, 咀
IC凸IG2011, Kobe, 」apan (2011.9)

OPl'P106‐ 126の高次構造変化に重要な配列

小山 裕也、坂 口 哲陛、大河原 晋、定金 豊、川原 正博

日本薬学会,第 132年会,札幌 (20123)
○アルツハイマー8ペプチ ドの N末側アミノ酸の構造的変化 と線維化への影響

、川原 工博定金 豊、小山 裕也

                   日本薬学会,第 132年会,札幌 (2012.3)

○過酸化水素による神経細胞障害に姑す る精油の保護効果

大河原 晋、小山 裕也、大城 なつき、中村 亜紀子、川原 正博

日本薬学会,第 132年会,札幌 (20123)

OResvera位 olの血管内皮細胞の管腔形成および遊走抑制作用におけるAkt活性化の PPARα 依存的抑制
岩切 啓太、新屋 智寛、日中 志穂、人田 絵美、山崎 悠、戸田 憲一、内山 知実、中島 由希子、
佐藤 圭創、高橋 悟

第 84回 日本生化学会大会,京都 (20119)
○アンジオスタチンの血管内皮細胞への抑制作用におけるp38ヽIAPK、 JNKの 関与

橋口 誠子、新屋 智寛、豊田 紗子、東 伸吾、南 嘉信、佐藤 圭創、高橋 悟

第 34回 日本生化学会大会,京都 (2011.9)

OLevonoxacinの抗酸化活性の検討

榎木 裕紀、西宮 瑶子、渡邊 句美、新屋 智寛、佐藤 圭創

第 34回 日本生化学会大会,京都 (2011.9)

〇去痰薬 L‐ carbocisteineの 抗酸化活性の検討

渡邊 句美、西宮 瑶子、榎木 裕紀、新屋 智寛、佐藤 圭創

第 84回 日本生化学会大会,京都 (20■ .9)

Oシミュレータを使用したフィジカルアセスメントに関するPOS教育のためのプログラムの作成

原口 直也、徳永 仁、高村 徳人、緒方 賢次、瀬戸田 奈央、内海 美保、佐藤 圭創

医療薬学フォーラム 2011,北海道 (2011.7)

○シミュレータを使用したフィジカルアセスメントに関するPOS教育のための研修会の実施とその評価
徳水 仁、原口 直也、高村 徳人、緒方 賢次、瀬戸口 奈央、益山 貞隆、横田 崇、佐藤 圭創

医療薬学フォーラム 2011,第 19回 クリニカルファーマシーシンポジウム,旭川 (2011.7)

Oネ フローゼにおける腎尿細管中アルブミンの薬物結合能におよぼす尿毒症物質の影響
緒方 賢次、高村 徳人、徳永 仁、瀬戸口 奈央、磯田 祥、比嘉 仁、二宮 健、草場 郡之、
松岡 俊和、西尾 豊隆、川井 恵一

第 21回 日本医療薬学会年会,神戸 (201110)
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○忠者シミュレータにより再現された薬物誤投与・病態変化シナ リオの動画教材の作成

高村 徳人、緒方 賢次、瀬戸口 奈央、城定 聡、菊池 秀夫、松岡 俊和、川原 工博、徳永 仁、

佐藤 圭創

第 21回 日本医療薬学会年会,神戸 (201110)

卜角子木斤○実務実習期間中に薬学部で実施 したバイタルサイン演習 とその内容に関する薬学生のアンケ

緒方 賢▲、徳永 仁、中西 直美、瀬戸口 奈央、佐藤 圭創、高村 徳人

第 73回九州山口薬学大会,沖縄 (2011.11)

○ネフローゼにおける非侵襲的尿中診断法とそれに基づく効果的なフロセミドの投与設計

高村 徳△、緒方 賢次、徳永 仁、瀬戸口 奈央、磯田 祥、比嘉 仁、松岡 俊和、近藤 照義、

西尾 豊隆、川井 恵一

第 73回九州山口薬学大会,沖縄 (2011.11)

○関節リウマチの疼痛緩和に紺するジクロフェナク坐剤の効果的な投与法およびそれを評価するためのタンパク結合モニター法

西尾 豊隆、川井 恵一瀬戸口 奈央、高村 徳人、藤田 健一、緒方 賢次、徳永 仁、松岡 俊和、

日本薬学会第 132年会,札幌 (2012.3)

○非侵襲的尿中診断法を用いた尿中アルブミンとフロセミドの結合能の評価

緒方 賢次、高村 徳人、徳永 仁、瀬戸口 奈央、尾崎 峯生、大崎 卓、松岡 俊和、西尾 豊隆、

川井 恵―

                        日本薬学会第 132年会,北海道 (2012.3)

Oア ドバンストOSCEト ライアルの分析とその問題点

高村 徳人、緒方 賢次、瀬戸口 奈央、佐藤 圭創徳永 仁、
                        日本薬学会第 132年会,北海道 (20123)

Oヒ スチジン残基に着日したカルノシン誘導体の合成と生物学的評価

反田和ム、渡邊 暁子、山崎 哲郎
第 5回薬学研究フォーラム in東京一九州からの情報発信一,渋谷 (201111)

OL‐カルノシンの生理活性作用機解明を志向した、ヒスチジン類似新規アミノ酸合成の検討

嘉数 麻里、嶋崎 達也、渡邊 暁子、反田 和宏、山時 哲郎

日本薬学会第 132年会,札幌 (20123)

○バイタルサインの読み方・聴診器の使い方

高村 徳人徳永 仁、

                        高鍋地区薬剤師会研修会,延岡 (2011,6)

○バイタルサインの測定とその意義

徳永 仁

                   第 32回 日本病院薬剤師会実務研修会,東京 (2011.6)

○バイタルサインの測定 とその意義

高村 徳人徳永 仁、

                   永富調剤薬局学術・DI委員会研修会,延岡 (20116)

Oバイタルサインの測定とその意義

徳永 仁

                  第 9回精神科領域専門薬剤師養成講習会,宮崎 (20119)

O宮崎県医師会 」|卜IAT報告

廣兼 民徳、川越 千春、河野 カロ奈子、財津 由忠、徳永 仁

第 63回宮崎県医師連盟大会,宮崎 (20116)

の手技について○バイタルサインの必要′性と

高村 徳人徳永 仁、

大阪府病院薬剤師会,第 6回薬剤業務ワークショップ,大阪 (20117)

○薬術について

高村 徳△、徳永 仁

大阪府病院薬剤師会第 6回薬剤業務ワークショップ,大阪 (20117)

として参力口して～○大規模災害発生時における薬剤師の活動 と今後の課題～東 日本大震災支援活動に宮崎 」|卜
′IAT

加奈子、財津 由忠麟 民依 川越 千私 河野

柩 孤′IAT拙 延岡地区薬業団体連絡協論 延岡 伽 hm
徳永 仁、

宮崎県医
―

○フィジカルアセスメン トを行つてみませんか ?

徳永 仁

岐阜県病院薬剤師会,第 88回飛騨ブロック研修会,岐阜 (20119)
ムの一員 として一〇フィジカルアセスメン ト初級導入指導 一これからの医療チ

緒方 賢次徳永 仁、

第 39回福岡県病院薬剤師会新採用薬剤師教育研修会,博多 (20119)
ムの一員 として一〇フィジカルアセスメン ト初級導入指導一これからの医療チー

高村 徳人徳永 仁、

                      北九州地区薬剤師会研修会,北九州 (20122)

○フィジカルアセスメン ト実技実習

高村 徳人

                       実技実習研修会,延岡 (20122)
徳永 仁、

大分県ブンゴヤ薬局グループ,フ ィジカルアセスメン ト
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○薬剤師の行 うバイタルサイ ン

徳永 仁、高村 徳人

宮崎県若手薬剤師の会「刻」ワークションプ (1日 日,2日 日)延岡 (20123)
O薬剤師のためのバイタルサイン研修会

徳水 仁、高村 徳人

延岡市西臼杵郡薬剤師会,薬剤師のためのパイタルサイン研修会,延岡 (20123)
O薬剤師教育における先進的な客観的臨床能力試験 (ア ドバンス トOSCE)ト ライアルの実施とその評価 (第 12回臨床科目担当
教員会議話題提供)

徳永 仁、高村 徳人、緒方 賢次、瀬戸口 奈央、佐藤 圭創
日本薬学会第 132年会第 12回臨床科目担当者会議,札幌 (20123)

01,3‐双極子環化反応を用いたdausena述de類の簡便合成法の開発

反田 和宏、鳥や尾 篤、坂本 正徳、山崎 哲郎

第 41回複素環化学討論会,燕本 (201110)
Oニ トリルオキシドの 1,3‐双極子乗化付加反応を用いるdausenamide類 の簡便合成

反田 和宏、鳥や尾 篤、坂本 正徳、山崎 哲郎

第 37回反応と合成の進歩シンポジウム,徳島 (201111)
○キラルニトリルオキシドを用いる(‐ )‐Clausenamideの街便合成

黒原 崇、鳥や尾 篤、反田 和宏、坂本 正徳、山時 哲郎

第 28回 日本薬学会九州支部大会,福岡 (201112)
○医療アクセスが限定される山間地域住民を対象とした定期的健康相談実施とその有用性

冨重 恵利紗、河内 明夫、堀 雅晴、中目 順子、高田 洋子、平島 智晃、江崎 文則、中川 みか、
都 亮一、鳴海 恵子、園田 純一郎、佐藤 圭創、本屋 敏郎

第 21回 日本医療薬学会年会,兵庫 (201110-11)
○様々な場面を想定した模擬忠者 (SP)参加型コミュニケーショントレーニング演習の効果

園田 純一郎、鳴海 恵子、河内 明夫、冨重 恵利紗、山本 隆一、蒲生 修治、本屋 敏郎

第 21回 日本医療薬学会年会,兵庫 (2011.10-m)
〇緑茶飲用後の血中カテキン類新規測定法の開発

園田 純一郎、塩谷 啓太、茂 亨嘉、鳴海 恵子、河内 明夫、冨重 恵利紗、本屋 敏郎

第 28回 日本薬学会九州支部会,福岡 (201112)
○薬学生に対する “排泄クア用品"演習の実施とその効果

冨重 恵利紗、河内 明夫、園田 純一郎、鳴海 恵子、本屋 敏郎

日本薬学会第 132年会,北海道 (2012.3)

○適切なア ドバイスで排泄ケアをスムーズに !

冨重 恵利紗、河内 明夫、園田 純一郎、鳴海 恵子、本屋 敏郎
日本薬学会第 132年会ハイライ トポスター,北海道 (2012.3)

○薬剤師による定期的健康相談事業による成果 :服薬ノンコンプライアンスによる血圧コントロール悪化を認めた症例
河内 明夫、冨重 恵利紗、堀 雅晴、江陪 文則、中川 みか、都 亮一、鳴海 恵子、園日 純一郎、
佐藤 圭創、本屋 敏郎

日本薬学会第 132年会,北海道 (2012,3)

○薬学的介入により改善した皮膚疾忠例―山間地域住民対象定期的健康相談事業により抽出された問題―

河内 明夫、冨重 恵利紗、堀 雅晴、中日 順子、高田 洋子、平島 智晃、江崎 文則、中川 みか、
都 亮一、鳴海 恵子、園田 純一郎、本屋 敏郎

第 21回 日本医療薬学会,兵庫 (2011.10)

○ “スイッチ OTC候補成分
〃

の模擬 OTC添付文書作成撹習とその効果
河内 明夫、冨重 恵利紗、鳴海 恵子、国田 純一郎、本屋 敏郎

九州山口薬学大会,沖縄 (20■ 11)

〇服薬ノンコンプライアンスによる血圧コントロール悪化を認めた症例

河内 明夫、冨重 恵利紗、堀 雅晴、江崎 文則、中川 みか、都 亮一、鳴海 恵子、園田 純一郎、
佐藤 圭創、本屋 敏郎

日本薬学会 132年会,北海道 (20123)
○二次元コー ドお薬手帳薬剤鑑査システムの臨床応用への期待

本屋 敏郎、河内 明夫、曽根 圭佑、園田 純一郎、鳴海 恵子、冨重 恵利紗、早川 洋、
井手尾 賢志、染川 孝佑、鴇 杏祐美

日本薬学会 132年会,北海道 (20123)
○最もユニークなベッドサイ ド実習―ノミイタルサインとフィジカルアセスメントを中心に一

高村 徳人

鹿児島県薬剤師会 生涯教育研修会、鹿児島 (2011,7)

○バイタルサイン ③血圧と ④脈拍を測つてみよう (循乗器系からの情報)

高村 徳人

日本病院薬剤師会,平成 22年度新しい業務展開に向けた特別委員会,大阪,東京 (2011,3)

○薬剤師がバイタルをとる意義―在宅における薬剤師のさらなる活躍を願って !―

高村 徳人

宮崎市郡東諸県郡薬剤師会,フ ィジカルアセスメント研修会,宮崎 (2012.2)
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○シミュレータを使用 したフイジカルアセスメン トに関するPOS教育のためのプログラムの作成

原 口 直也、徳永 仁、高村 徳人、緒方 賢次、瀬戸口 奈央、内海 美保、佐藤 圭創

医療薬学フォーラム 2011,第 19回 クリニカルファーマシーシンポジウム,旭川 (2011,7)

○ア ドバンス トOSCEト ライアルの分析 とその問題点

徳永 仁、高村 徳人、緒方 賢次、瀬戸口 奈央、佐藤 圭創

日本薬学会第 132年会,札幌 (2012.3)

Oエ ンピリック治療支援のための院内感染サーベイランスの分析 とその考察

甲斐 晃弘、切通 博己、徳永 仁、井手上 真弓、金子 藍里、黒木 教彰、興ホ呂靖幸、小川 衣里、

日中 恵美、岩瀬 祥枝、高村 徳人、千代反田 晋

第 21回 日本医療薬学会年会,神戸 (201110)

○大規模災害発生時における薬剤師の活動 と今後の課題―宮崎 JMATに参加 して一

徳永 仁、廣兼 民徳、川越 千春、河野 力口奈子、財津 由忠

東 日本大震災復興祈念式典,シンポジウム,仙台 (2011.10)

O災害時における薬剤師の活動 と今後の課題―東 日本大震災支援活動に宮崎 J凸IATと して参加 して一

徳永 仁、廣兼 民徳、川舷 千春、河野 力日奈子、財津 由忠

第 73回 九州山口薬学大会,沖縄 (2011■ )

○チーム医療に参画するためのフィジカルアセスメン ト教育―薬学シミュレーション教育法の導入―

徳永 仁、高村 徳人、緒方 賢次、瀬戸口 奈央、佐藤 圭創

第 73回 九州山口薬学大会,沖縄 (201111)

○葬侵襲的尿中診断法を用いた尿中アルブミンとフロセミドの結合能の評価

緒方 賢次、高村 徳人、徳永 仁、瀬戸口 奈央、尾崎 峯生、大崎 卓、松岡 俊和、西尾 豊隆、

川井 恵一

日本薬学会第 132年会,札幌 (2012.3)

○わが国の薬学部における臨床技能教育の現状 (続報 )

内海 美保、徳永 仁、大西 弘高、平野 佐知、藤井 友紀、山元 弘、高村 徳人

日本薬学会第 132年会,札幌 (20123)

○脂肪細胞におけるTLRs発現制御に対するナリングニンの影響

吉田 裕樹、渡辺 渡、大山 宏幸、鴇田 瑛典、仕田 美紀子、黒川 昌彦

日本薬学会第 132年会,札幌 (20123)

OEJlcacy of Brazユ ian propoLs against herpes simplex vrrusち「pe l infection in H五 ce and theと modes of anti・ herpet艶

ettcacles

Yoshda H,Kai H, Tsutsuni T,Yasukawa K,hCatsuno K,帝 Vatanabe W, Shと 』阻K,

Kurokawa lば

国際微生物学連合 20■ 会議,第 15回 国際ウイルス学会議,札幌 (20119)

OEfFects of the manoparticles of itamum dio五 de on the immune response to respと atoり syn9五 al vとus(RSVlね艶ctおn in

macrophages m vitro and x40uSe X40delin vivo
Watanabe Ⅵr,Yoshida H, Hむose A,Konno K,Kurokawa M.

国際微生物学連合 2011会議,第 15回 国際ウイルス学会議,札幌 (20119)

OE延■acy of oral admmistratおn of heat‐ kitted prObioicsと・om Ⅳ正ongolian datt products against inユuenza infecion in虫 ユ4Ce

Takeda S,Takeshta M,趾uch Y,Dashyam B,Kuwahara S,Yoshida H,Watanabe Ⅵr,

Mu_ma M,Kurokawa M.
国際微生物学連合 2011会議,第 15回 国際ウイルス学会議,札幌 (20119)

○単純ヘルペスウイルス経皮感染マウスモデルを用いた細胞性免疫賦活作用を有する海洋性バイオマスの検索

黒チII昌彦、吉田 裕樹、渡辺 渡、林 雅弘、永友 聖代

日本薬学会第 132年会,札幌 (2012.3)

○酸化チタンナノ粒子のマクロファ~ジおよびマウスモデルにおけるRSウ イルス感染免疲応答への影響

渡辺 渡、吉田 裕樹、広瀬 明彦、紺野 克彦、山中 沙代子、黒木 奈緒、黒川 昌彦

日本薬学会第 132年会,札幌 (20123)

OGenistein protects liver ce■ 9とom acetamhophen‐induced hepatotoxicity

S,ふィIatsuoka,A Hanada, H kano,Kふ 江atsuno, H.Kai, THと ano.

The 6th lnternatbnal Symposium onど 咀cohLc Liver and Pancreatlc Diseases and Chと rosis(ISALPD/C)C FukuOka, 」apan
(201110)

○単純ヘルペスウイルス 1型感染症に対するブラジル産プロポリスの有効性 とその評価

黒川 昌彦、甲斐 久博、吉田 裕樹、堤 重敏、安川 憲、渡辺 渡、″ム`野 康二、自木 公康

第 21回抗ウイルス研究会,金沢 (20115)

○カルノシンの安全性評価 (第 2報 )

甲斐 久博、松野 康二、比佐 博彰、鳥取部 (田 中)直 子、武藤 純平、金井 祐、松尾 徳子、

山本 隆一

フォーラム 2011衛生薬学・環境 トキシコロジー,金沢 (201110)

○ユーラシア大陸に自生するコphedra.si述ca関連マオウ属植物のDNA解 析 と系統解析

樋 口 真里、日中 沙 l旬く、西川 佳奈美、上川 翔平、大塚 功、垣内 信子、御影 雅幸、H Frettag.

第 58回 日本生薬学会年会,東京 (20119)
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○光アフィニティーラベル法による糖鎖機能解明法の開発

大塚 功、定金 豊、樋口 真里、垣内 信子

O南北海道に自生するトリカブ ト植物の遅               
第 28回 日本薬学会九州支部大会,福岡 (201112)

垣内 信子、縫

伝子タイピングと含有成分を指標とした識別

三 、上)|1翔平、大塚 アカ、渥美 聡孝、山岸 喬、西澤 信、林 茂樹、

菱田 敦之
日本薬学会第 132年会,札幌 (2012.3)

○疾患名に応用できる漢方処方について

程 厨釣

第 62回 日本東洋医学会学術総会,札幌 (20116)

○喉の症状に麦門冬湯と敗毒散の使い分けについて

程 厨釣
第 37回 日本東洋医学九州支部会学術総会,佐賀 (2011.11)

○腎虚血再灌流による活性酸素の発生とセロトニンの関与

武藤 純平、椎村 祐樹、井上 公博、岡本 文恵、春自 由貴、堀之内 彩、佐藤 圭創、比佐 博彰

第 28回 日本薬学会九州支部会 (201112)

○虚血性腎障害におけるセロトニンを介した活性酸素の発生

武藤 純平、椎村 祐樹、井上 公博、榎木 裕紀、岡本 文恵、春日 由貴、堀之内 彩、佐藤 圭創、

比佐 博彰
日本薬学会第 132年会 (20123)

○様々な場面を想定した模擬忠者 (SP)参加型ミュニケーシヨントレーニング演習の効果

園田 純一郎、鳴海 恵子、河内 明夫、冨重 恵利紗、山本 隆一、蒲生 修治、本屋 敏郎

第 21回 日本医療薬学会年会 (201110)

○医療アクセスが限定される山問地域住民を対象とした定期的健康相談実施とその有用性

河内 明夫、冨重 恵利紗、堀 雅晴、中目 順子、高田 洋子、平島 智晃、江崎 文則、中川 みか、

都 亮一、鳴海 恵子、園田 純一郎、佐藤 圭創、本屋 敏郎

第 21回 日本医療薬学会年会 (2011.10)

O薬学的介入により改善した皮膚疾患例―山間地域住民対象定期的健康相談事業により抽出された問題一

河内 明夫、冨重 恵利紗、堀 雅晴、中目 順子、高田 洋子、平島 智晃、江陪 文則、中川 みか、

都 亮一、鳴海 恵子、園田 純一郎、佐藤 圭創、本屋 敏郎

第 21回 日本医療薬学会年会 (201110)

○ “スイッOTC候補成分"の模擬 OTC添付文書作成演習の実施とその効果

河内 明夫、冨重 恵利紗、鳴海 恵子、園田 純一郎、本屋 敏郎

第 73回九州山口薬学大会 (201111)

O緑茶飲用後の血中カテキン類新規測定法の開発

園田 純一郎、塩谷 啓太、茂 亨嘉、鳴海 恵子、河内 明夫、冨重 恵利紗、本屋 敏郎

第 28回 日本薬学会九州支部会 (2011.12)

○薬学生に姑する “排泄ケア用品
″

演習の実施 とその効果

冨重 恵利紗、河内 明夫、園田 純一郎、鳴海 恵子、本屋 敏郎

日本薬学会第 132年会 (2012.3)

○薬剤師による定期的健康相談事業による成果 :服薬ノンコンプライアンスによる血圧コントロール悪化を認めた症例

河内 明夫、冨重 恵利紗、堀 雅晴、江崎 文則、中川 みか、都 亮一、鳴海 恵子、園田 純一郎、

佐藤 圭創、本屋 敏郎
日本薬学会第 132年会 (2012.3)

○二次元コードお薬手帳薬剤鑑査システムの臨床応用への期待

本屋 敏郎、河内 明夫、曽根 佳祐、園田 純一郎、鳴海 恵子、冨重 恵利紗、早川 洋、

井手尾 賢志、染川 孝佑、霜 杏祐美
日本薬学会第 132年会,北海道 (20123)

○フィジカルアセスメント初級導入指導―これからの医療チームの一員として一

徳永 仁、緒方 賢次

第 39回福岡県病院薬剤師会新採用薬剤師教育研修会,博多 (2011.9)

OTDMの理論と実践

緒方 賢次
高鍋地区薬剤師会研修会,川 南 (20122)

OTDM実習
緒方 賢次

高鍋地区薬剤師会研修会,川南 (2012.3)

O薬学臨床技術導入学の実践を目指したベンドサイ ド実習とアドバンストOSCEト ライアルの実施

徳永 仁、高村 徳人、緒方 賢次、瀬戸口 奈央、佐藤 圭創
日本薬学会第 132年会,札幌 (20123)
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平成 23年度教育研究業績書

編 集 後 記

最近、大学に対する社会的な期待が「研究より教育」へと変化しているような気がしま

す。こうした変化は社会そのものの多様化・複雑化に関連して生じている現象といえます

が、大学における教育の本質を探る試みが失われては大学としての意味がありません。「研

究に基づく教育の実践」こそ真の大学教育であるという自負を持って研究活動に取り組み

たいものです。

大学に対する社会的期待の変化によつて、研究そのものも当然変わらなければなりませ

んが、その方向性の一つが「学際的研究」ということになるでしょう。異なる専門領域問

における共通テーマヘの挑戦こそ学際的研究の意義でもあり、その研究スタイルが共同研

究の姿といえます。

本学では、教育のエビデンスとして実践される学際的研究の推進という考えのもとで、

積極的に共同研究を推奨し毎年多額の研究費が配分されています。平成 23年度は20件
の申請がありましたが、そのうち10件が共同研究費の恩恵にあずかることができました。

本報告書はそうして実施された共同研究の成果をまとめたものですが、今後の研究活動に

少しでもお役に立つことができると幸いです。

最後に、本報告書の出版にあたりご尽力いただいた、加計美也子理事長・総長ならびに

和田明彦学長に感謝申し上げます。

教育開発・研究推進中核センター

研究推進部門長 福 本 安 甫
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